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１．関市の現況 

1-1.概況 

1-1-1.自然的条件 

本市は、岐阜県のほぼ中央に位置し、北は美濃市、郡上市、下呂市、福井県大野市、東は美

濃加茂市、加茂郡、西は岐阜市、山県市、本巣市、南は各務原市に隣接しています。 

市域は、東西39.3km、南北42.6km、面積472.33㎢を有しています。Ｖ字型の形状で、西側は

板取川・武儀川の流域、東側は津保川の流域となっており、これらの河川は南流して長良川に

合流しています。北部から中部にかけては山地で、南部は長良川沿いに低地が広がっています。

全般に北部の標高が高く、南に向かって次第に低くなる地形となっています。 

気候は、南部から東部にかけては太平洋側の気候に属し、温暖多湿の温和な気候です。北西

部は内陸性の気候にまたがる地域で、降水量が年間2,500mmを超えるなど、降水量の多い地域と

なっています。また、北西部の洞戸地域、板取地域は、豪雪地帯に指定されています。 

 

■関市の位置 
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1-1-2.歴史的条件 

（1）沿革 

本市には、数多くの遺跡や古墳があり、長良川沿いには律令時代の郡役所であった弥勒寺官

衙遺跡があるなど、古くから人が住みつき、地方の中心地であったと考えられています。 

鎌倉時代に入ると、良質な焼刃土（焼き入れの際に刀身に塗る土）や炉に使う松炭、長良川

や津保川の良質な水といった、刀鍛冶にとって理想的な条件を備えたこの地に全国の刀匠が移

り住み、刃物産業が発達しました。また、「関」の呼び名は街道沿いの「関所」が置かれていた

ことを由来とする説があるように、交通の要衝として発展してきました。 

昭和25年（1950年）10月15日に、関町、富岡村、田原村が合併し、県下で5番目に市制を施行

しました。その後も周辺村と合併を進め、昭和31年（1956年）には旧関市の市域となりました。

平成17年(2005年)2月7日には、旧関市と武儀郡5町村（洞戸村、板取村、武芸川町、武儀町、上

之保村）が合併し、現在に至っています。 

 

（2）文化財 

本市には、国指定重要文化財の新長谷寺や国指定史跡の弥勒寺官衙遺跡群、国登録有形文化

財の長屋清左衛門住宅をはじめ、数多くの文化財があります。 

文化財の件数は、国指定が18件、国登録が3件、県指定が24件、市指定が170件となっており、

市内各地に残されています。（次頁参照） 

 

■指定文化財の件数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※令和 2 年（2020年）3 月 10 日現在 

資料：関市の文化財（関市 WEB サイト）       

 

 

 

 

 

  

国指定 国登録 県指定 市指定 合計

 建造物 9 3 2 18 32

 絵画 1 0 0 9 10

 彫刻 4 0 4 60 68

 工芸品 1 0 7 31 39

 書跡 0 0 1 1 2

 典籍 0 0 1 1 2

 古文書 0 0 0 13 13

 考古資料 0 0 2 6 8

 歴史資料 0 0 0 2 2

無形文化財  無形文化財 1 0 1 3 5

 有形民俗文化財  0 0 1 2 3

 無形民俗文化財 1 0 1 7 9

 史跡 1 0 1 7 9

 天然記念物 0 0 3 10 13

合計 合計 18 3 24 170 215

有形文化財

民俗文化財

記念物
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■主な文化財の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※国指定、国登録、県指定の建造物・史跡・天然記念物のみ表示 

資料：関市の重要文化財【国指定・国登録・岐阜県指定】（岐阜県文化伝承課 WEB サイト）  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

主な文化財

 種別 名称 時代 所在地 所有者 

国指定 

重要文化財 
（建造物） 

日竜峯寺多宝塔 鎌倉 下之保 日竜峯寺 
新長谷寺三重塔 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺本堂 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺釈迦堂 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺阿弥陀堂 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺大師堂 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺鎮守堂 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺薬師堂 室町 長谷寺町 新長谷寺 
新長谷寺客殿 江戸 長谷寺町 新長谷寺 

史跡 
弥勒寺官衙遺跡群（弥勒寺官衙遺跡、弥勒寺跡、
丸山古窯跡、池尻大塚古墳）                                                         

白鳳～平安 池尻                                                                    関市 外 

国登録 
有形文化財 
（建造物） 

長屋清左衛門住宅主屋 江戸 板取 長屋叡 
長屋清左衛門住宅長屋門 江戸 板取 長屋叡 
旧宮川家住宅主屋 明治 小屋名 岐阜県 

県指定 

重要文化財 
（建造物） 

日竜峯寺宝篋印塔 鎌倉 下之保 日竜峯寺 
日竜峯寺本堂・宮殿・籠堂附宮殿棟札 室町～江戸 下之保 日竜峯寺 

史跡 円空入定塚 江戸 池尻 弥勒寺 

天然記念物 
武芸八幡神社のスギ  武芸川町八幡 武芸八幡宮 
八幡神社社叢  上之保 八幡神社 
名無木  東本郷 関市 
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1-2.人口・世帯 

1-2-1.人口 

（1）人口 

本市の人口は、平成27年(2015年)時点で89,153人と、平成2年(1990年)に比べて2％の増加と

なっていますが、平成17年(2005年)の92,597人をピークに減少傾向にあります。 

年齢別にみると、年少人口（15歳未満）は減少が続いており、平成27年(2015年)時点で12,044

人（総人口の13.5％）となっています。生産年齢人口（15～64歳）は平成12年(2000年)まで増

加していましたが、その後は減少が続き、平成27年(2015年)時点で52,612人（総人口の59.1％）

となっています。一方、老年人口（65歳以上）は増加が続いており、平成27年(2015年)時点で

24,347人（総人口の27.4％）となっています。 

 

■総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※総人口には年齢不詳を含む 

資料：国勢調査 

 

■年齢別人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※年齢不詳の人口を除く構成比 

資料：国勢調査 

  

19.9% 17.4% 15.5% 14.6% 14.3% 13.5%

67.0% 67.2% 66.7% 65.4% 63.1% 59.1%

13.1% 15.4% 17.8% 20.0% 22.6% 27.4%
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87,117 90,147 92,061 92,597 91,418 89,153
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人口の推移を周辺地域並びに岐阜県全体と比較すると、平成17年(2005年)以降、美濃加茂市、

各務原市以外は人口が減少傾向にあるなか、本市の人口減少は比較的緩やかに進行しています。

平成2年(1990年)の人口を100としたときの指数では、平成27年(2015年)は102と岐阜県全体の98

より高い状況にあります。 

 

■総人口の推移（周辺地域、岐阜県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※H12 までの関市、山県市、各務原市、郡上市、H17 までの岐阜市は旧市町村の合計値 

資料：国勢調査 
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指数（H2=100）

関市 岐阜市
美濃市 美濃加茂市
各務原市 山県市
郡上市 坂祝町
富加町 七宗町
岐阜県

H2 H7 H12 H17 H22 H27
(1990) (1995) (2000) (2005) (2010) (2015)

人口（人） 87,117 90,147 92,061 92,597 91,418 89,153

指数（H2=100） 100 103 106 106 105 102
人口（人） 421,149 418,574 415,085 413,367 413,136 406,735
指数（H2=100） 100 99 99 98 98 97
人口（人） 26,022 25,969 24,662 23,390 22,629 20,760
指数（H2=100） 100 100 95 90 87 80
人口（人） 43,013 46,065 50,063 52,133 54,729 55,384
指数（H2=100） 100 107 116 121 127 129
人口（人） 138,264 141,055 141,765 144,174 145,604 144,690
指数（H2=100） 100 102 103 104 105 105
人口（人） 30,989 31,534 30,951 30,316 29,629 27,114
指数（H2=100） 100 102 100 98 96 87
人口（人） 50,986 50,809 49,377 47,495 44,491 42,090
指数（H2=100） 100 100 97 93 87 83
人口（人） 8,722 8,740 8,853 8,552 8,361 8,202
指数（H2=100） 100 100 102 98 96 94
人口（人） 5,898 5,853 5,835 5,710 5,516 5,564
指数（H2=100） 100 99 99 97 94 94
人口（人） 6,097 5,748 5,234 4,870 4,484 3,876
指数（H2=100） 100 94 86 80 74 64

人口（人） 2,066,569 2,100,315 2,107,700 2,107,226 2,080,773 2,031,903

指数（H2=100） 100 102 102 102 101 98
岐阜県

関市

岐阜市

山県市

各務原市

美濃市

郡上市

坂祝町

富加町

美濃加茂市

七宗町
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（2）高齢化率 

本市の高齢化率は上昇が続いており、平成27年(2015年)時点で27.4％と平成2年(1990年)の約

2倍となっています。 

高齢化率の推移を周辺地域並びに岐阜県全体と比較すると、いずれの地域も増加傾向にあり

ます。 

 

■高齢化率の推移（周辺地域、岐阜県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※H12 までの関市、山県市、各務原市、郡上市、H17 までの岐阜市は旧市町村の合計値 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H2 H7 H12 H17 H22 H27

(1990) (1995) (2000) (2005) (2010) (2015)

関市 13.1% 15.4% 17.8% 20.0% 22.6% 27.4%

岐阜市 11.7% 14.3% 17.5% 20.8% 23.9% 27.6%

美濃市 16.8% 20.3% 23.2% 25.1% 27.6% 31.9%

美濃加茂市 12.8% 14.9% 16.3% 17.8% 19.5% 22.5%

各務原市 9.1% 11.5% 14.3% 17.7% 21.8% 26.4%

山県市 14.0% 16.5% 19.2% 22.0% 25.8% 31.5%

郡上市 18.9% 23.0% 27.2% 30.0% 32.2% 34.7%

坂祝町 9.7% 12.2% 14.1% 15.9% 19.2% 24.7%

富加町 14.5% 17.0% 20.9% 22.6% 24.7% 29.2%

七宗町 20.5% 25.1% 29.5% 33.6% 36.5% 41.8%

岐阜県 12.7% 15.3% 18.2% 21.0% 24.1% 28.1%
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（3）地域別人口 

本市の地域別（旧市町村別）人口をみると、旧関市の人口が平成27年(2015年)時点で75,198

人と最も多く、市全体の84.3％を占めています。地域別の推移をみると、いずれの地域も減少

しています。 

また、小学校区別人口の推移をみると、平成17年(2005年)から平成27年(2015年)にかけて多

くの小学校区で人口が減少していますが、旧関市の瀬尻小学校区、倉知小学校区、南ヶ丘小学

校区、富岡小学校区、下有知小学校区では人口が増加しています。 

 

■地域別・小学校区別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

  

H17

(2005)

人口（人） 人口（人） 増加率（H22/H17） 人口（人） 増加率（H27/H17）

安桜小学校 9,588 9,434 98.4% 9,043 94.3%

旭ヶ丘小学校 7,542 7,172 95.1% 6,704 88.9%

桜ヶ丘小学校 7,016 7,050 100.5% 6,944 99.0%

瀬尻小学校 7,857 7,916 100.8% 8,133 103.5%

倉知小学校 4,597 4,785 104.1% 4,633 100.8%

南ヶ丘小学校 4,622 4,712 101.9% 4,794 103.7%

富岡小学校 7,957 8,142 102.3% 8,389 105.4%

田原小学校 6,984 6,724 96.3% 6,355 91.0%

下有知小学校 6,496 6,691 103.0% 6,781 104.4%

富野小学校 2,118 2,048 96.7% 1,904 89.9%

金竜小学校 11,555 11,556 100.0% 11,518 99.7%

旧洞戸村 洞戸小学校 2,213 2,085 94.2% 1,932 87.3%

旧板取村 板取小学校 1,541 1,286 83.5% 1,114 72.3%

武芸小学校 2,182 2,071 94.9% 1,974 90.5%

博愛小学校 3,781 3,732 98.7% 3,576 94.6%

寺尾小学校 560 528 94.3% 473 84.5%

武儀東小学校 2,448 2,263 92.4% 2,071 84.6%

武儀西小学校 1,450 1,316 90.8% 1,210 83.4%

旧上之保村 上之保小学校 2,234 1,907 85.4% 1,605 71.8%

92,741 91,418 98.6% 89,153 96.1%

H22

(2010) (2015)

H27

合計

地域 小学校区

旧関市

旧武芸川町

旧武儀町

76,194 76,230 75,198 

2,213 
2,085 1,930 

1,535 1,286 1,116 

6,523 6,331 6,023 

3,898 3,579 3,281 
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1-2-2.世帯数 

本市の世帯数は、増加が続いており、平成27年(2015年)時点で32,827世帯となっています。 

一方、世帯人員は減少が続いています。平成2年(1990年)時点では3.6人/世帯と3人を超えて

いましたが、平成27年(2015年)時点では2.7人/世帯にまで減少しています。 

また、世帯数の推移を周辺地域並びに岐阜県全体と比較すると、本市の増加率は、美濃加茂

市に次いで2番目に高く、平成2年(1990年)の世帯数を100としたときの指数では、平成27年(2015

年)は136と、平成2年(1990年)に対して36％の増加となっています。 

 

■世帯数、世帯人員の推移         ■世帯数の推移（周辺地域、岐阜県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※H12 までの関市、山県市、各務原市、郡上市、H17 までの岐阜市は旧市町村の合計値 

資料：国勢調査 

  

H2 H7 H12 H17 H22 H27
(1990) (1995) (2000) (2005) (2010) (2015)

世帯数 24,164 26,667 29,153 31,227 32,212 32,827
指数（H2=100） 100 110 121 129 133 136
世帯数 137,025 144,616 150,739 153,998 161,718 165,443
指数（H2=100） 100 106 110 112 118 121
世帯数 6,762 7,219 7,251 7,508 7,743 7,508
指数（H2=100） 100 107 107 111 115 111
世帯数 12,667 14,068 16,439 18,129 19,801 20,501
指数（H2=100） 100 111 130 143 156 162
世帯数 40,492 43,412 45,911 49,081 51,961 53,470
指数（H2=100） 100 107 113 121 128 132
世帯数 8,155 8,708 9,098 9,470 9,731 9,640
指数（H2=100） 100 107 112 116 119 118
世帯数 14,191 14,944 14,773 14,862 14,622 14,610
指数（H2=100） 100 105 104 105 103 103
世帯数 2,890 2,986 3,134 3,052 3,083 3,111
指数（H2=100） 100 103 108 106 107 108
世帯数 1,408 1,456 1,582 1,667 1,741 1,834
指数（H2=100） 100 103 112 118 124 130
世帯数 1,614 1,579 1,538 1,513 1,457 1,381
指数（H2=100） 100 98 95 94 90 86

世帯数 602,906 645,341 680,317 713,452 737,151 753,212

指数（H2=100） 100 107 113 118 122 125
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87,117 90,147 92,061 92,597 91,418 89,153 

24,164 26,667 29,153 31,227 32,212 32,827 

3.6 
3.4 

3.2 
3.0 2.8 2.7 

0

1

2

3

4

5

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H2

(1990)

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

(人/世帯)(人･世帯)

人口 世帯数 世帯人員

関市

岐阜県

80

90

100

110

120

130

140

150

160

170

H2

(1990)

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

指数

（H2=100)
関市 岐阜市
美濃市 美濃加茂市
各務原市 山県市
郡上市 坂祝町
富加町 七宗町
岐阜県



関市都市計画マスタープラン 

- 1-9 - 

1-2-3.人口動態      

（1）自然増減・社会増減 

本市の自然増減をみると、平成18年(2006年)に自然減となって以降、平成20年(2008年)を除

き、自然減の状態が続いています。また、出生数の減少と死亡数の増加により、自然減の傾向

が強まっています。 

社会増減をみると、平成15年(2003年)に社会減となって以降、平成23年(2011年)を除き、社

会減の状態が続いています。転入・転出ともに、平成23年(2011年)頃まで減少傾向にありまし

たが、その後は増加傾向となっています。 

 

■自然増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■社会増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※社会増減はその他の増減除く 

資料：住民基本台帳による移動人口（総務省統計局） 
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（2）転入・転出 

平成22年(2010年)から平成27年(2015年)にかけての転入の状況をみると、岐阜市からの転入

が1,132人と最も多く、次いで美濃市（568人）、各務原市（481人）の順となっています。周辺

地域や岐阜県内、愛知県内からの転入が多い状況ですが、その他の都道府県からも1,881人の転

入があります。 

一方、転出の状況をみると、岐阜市への転出が1,264人で最も多く、次いで各務原市（612人）、

名古屋市（573人）の順となっています。転入に比べ、各務原市や美濃加茂市、愛知県内への転

出が多い状況にあります。また、その他の都道府県へも1,682人の転出があります。 

 

■転入の状況（平成22年(2010年)～平成27年(2015年)）     ■転出の状況（平成22年(2010年)～平成27年(2015年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)国勢調査 
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平成22年(2010年)から平成27年(2015年)にかけての年齢別の転入・転出状況をみると、多く

の年齢層で転入が転出よりも多い転入超過となっていますが、20～34歳までは転出超過となっ

ています。また、20～34歳までは、5年間で1,000人以上が転入・転出するなど、人口移動が多

い状況です。 

平成21年(2009年)から平成29年(2017年)にかけての理由別の転入・転出状況（次頁）をみる

と、転入の理由は「職業上」が最も多く、次いで「生活環境の利便性」、「結婚・離婚・縁組」、

「住宅事情」の順となっています。理由別の推移をみると、「職業上」は平成25年(2013年)以降

増加傾向にありますが、その他の理由は減少傾向にあります。 

転出の理由も「職業上」が最も多く、次いで「結婚・離婚・縁組」、「生活環境の利便性」、「住

宅事情」の順となっています。理由別の推移をみると、「職業上」と「生活環境の利便性」が増

加傾向にあり、その他の理由は減少傾向にあります。 

 

■年齢別の転入・転出状況（平成22年(2010年)～平成27年(2015年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)国勢調査 
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■理由別の転入・転出の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：岐阜県人口動態統計調査    
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職業上 1,033 939 979 903 872 941 907 946 992 1,029
学業上 197 175 181 126 129 145 122 115 88 122
結婚・離婚・縁組 446 466 454 389 407 391 361 351 327 334
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自然環境上 10 22 12 15 23 7 23 15 0 8
交通の利便性 22 9 20 18 29 20 9 8 14 18
住宅事情 482 525 484 429 387 356 351 304 297 334
その他 40 38 12 5 1 0 0 0 0 0
不詳 851 564 586 575 486 578 578 670 624 987
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（3）通勤・通学 

平成27年(2015年)の流入の状況をみると、岐阜市からの流入が5,093人で最も多く、次いで美

濃市（2,646人）、各務原市（2,360人）の順となっています。 

流出についても、岐阜市への流出が4,541人で最も多く、次いで美濃市（2,951人）、各務原市

（2,520人）の順となっています。 

本市は、岐阜市を含み多くの周辺都市に対しては流入超過となっており、一方、流出超過は

名古屋市が多く（678人）、次いで美濃市（305人）、各務原市（160人）、岐南町（39人）という

状況になっています。 

 

■流入の状況（平成27年(2015年)）     ■流出の状況（平成27年(2015年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)国勢調査 

 

■流出・流入人口（平成27年(2015年)） 

 岐阜市 美濃市 美濃加茂市 各務原市 山県市 郡上市 坂祝町 富加町 七宗町 可児市 岐南町 名古屋市 

流入 5,093 2,646 2,172 2,360 1,020 553 389 599 99 712 172 197 

流出 4,541 2,951 1,811 2,520 677 301 310 568 20 699 211 875 

流出入差分 552 -305 361 -160 343 252 79 31 79 13 -39 -678 

資料：平成 27 年(2015 年)国勢調査 
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（4）流入・流出 

本市の昼夜間人口比率は増加が続いており、平成27年(2015年)時点で101.5と流入超過の自治

体となっています。 

一方、自市内就業率は減少傾向となっており、平成27年(2015年)時点で66.5％となっていま

す。 

 

■昼夜間人口比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※H17 以前の夜間人口は、従業・通学値不詳を除く 

 

■自市内就業率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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昼夜間人口比率と自都市内就業率を岐阜県内の市町村と比較すると、本市はいずれも平均よ

りも高い水準となっています。周辺地域における就業の場と居住の場、双方の機能を有してい

ます。 

 

■岐阜県内での関市の位置づけ（平成27年(2015年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：平成 27 年(2015 年)国勢調査 
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郡上市 90.5% 98.26
坂祝町 30.0% 96.26
富加町 33.5% 95.09
美濃加茂市 46.1% 98.73
七宗町 40.8% 82.09
県内平均 51.3% 93.00
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1-2-4.人口分布 

平成22年(2010年)の人口分布をみると、用途地域内の人口密度が高くなっています。そのな

かでも市街地中心部に人口が集積しており、50人/ha以上の地区が広がっています。一方、用途

地域の外縁部では人口密度が低い地区がみられます。とりわけ西部の用途地域内は人口密度が

低く、低密度な市街地が広範囲に広がっています。 

令和17年(2035年)の予測人口分布をみると、用途地域内の人口密度が高い状況ですが、平成

22年(2010年)から令和17年(2035年)にかけての推移をみると、全体的に人口密度が低下すると

見込まれています。とりわけ市街地中心部においては、50人/ha以上の地区がなくなるなど人口

減少が顕著です。一方、用途地域の外縁部や用途地域外には人口密度が増加する地区もみられ

るなど、市街地の低密度化・郊外化がより一層進行すると見込まれています。 

 

■人口分布（100mメッシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市立地適正化計画（平成 29 年(2017 年)3 月）  

平成 22年(2010年) 令和 17年(2035年) 
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■平成22年(2010年)から令和17年(2035年)の人口増減（100mメッシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市立地適正化計画（平成 29 年(2017 年)3 月）         
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また、平成22年(2010年)の高齢化率の分布をみると、市街地中心部の高齢化率が高く30％以

上の地区が広がっています。 

令和17年(2035年)になると、市全域で高齢化が進行し、用途地域内でも30％以上の地区が大

部分を占めると見込まれています。 

 

■高齢化率の分布（100mメッシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市立地適正化計画（平成 29 年(2017 年)3 月）  
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1-3.産業 

1-3-1.就業人口 

本市の産業別就業人口をみると、常住地就業人口（本市に居住する就業者の人口）は、平成

12年(2000年)をピークに、従業地就業人口（本市に従業する就業者の人口）は、平成17年(2005

年)をピークに減少傾向にあります。 

産業別の構成比及び推移をみると、第1次産業の割合は減少傾向にあり、就業人口は平成2年

(1990年)から平成27年(2015年)にかけて半分以下にまで減少しています。第2次産業の割合は

平成27年(2015年)時点で4割を超えており、従業地就業人口では第3次産業と同程度の規模を有

していますが、就業人口は減少傾向にあります。第3次産業の割合は平成27年(2015年)時点で5

割以上を占めており、就業人口も増加傾向にあります。 

 

■産業別就業人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■産業別就業人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※分類不能の産業を除く構成比 

資料：国勢調査 

 

 

 

  

1,876 1,853 1,697 1,703 1,284 1,278 1,158 1,125 982 940 886 883 

24,629 24,561 24,241 24,241 23,395 23,156 21,784 21,681 19,761 20,624 19,379 21,266 

19,014 16,651 21,732 19,296 23,492 21,010 24,972 23,189 24,340 23,109 25,063 23,918 

5 
9 

16 
21 

25 
45 

151 177 858 976 522 641 
45,524 

43,074 
47,686 

45,261 
48,196 

45,489 
48,065 46,172 45,950 45,658 45,866 46,723 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地

H2

（1990）

H7

（1995）

H12

（2000）

H17

（2005）

H22

（2010）

H27

（2015）

（人）

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能

4.1% 4.3% 3.6% 3.8% 2.7% 2.8% 2.4% 2.4% 2.2% 2.1% 2.0% 1.9%

54.1% 57.0% 50.9% 53.6% 48.6% 51.0% 45.5% 47.1% 43.8% 46.2% 42.8% 46.2%

41.8% 38.7% 45.6% 42.7% 48.8% 46.2% 52.1% 50.4% 54.0% 51.7% 55.3% 51.9%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地 常住地 従業地

H2

（1990）

H7

（1995）

H12

（2000）

H17

（2005）

H22

（2010）

H27

（2015）

第1次産業 第2次産業 第3次産業



１．関市の現況 

- 1-20 - 

1-3-2.事業所数、従業者数 

平成28年(2016年)の産業大分類別の事業所数をみると、「製造業」が1,311箇所（全事業所の

26.0％）で最も多く、次いで「卸売業、小売業」が1,091箇所（21.6％）、「宿泊業、飲食サービ

ス業」が489箇所（9.7％）の順となっています。 

また、従業者数をみると、「製造業」が17,144人（全従業者数の38.6％）で最も多く、次いで

「卸売業・小売業」が7,305人（16.4％）、「医療・福祉」が5,080人（11.4％）の順となってい

ます。 

事業所数・従業者数ともに「製造業」と「卸売業・小売業」で約半数を占めていますが、従

業者数では「製造業」が突出しており、「製造業」が本市の基幹産業となっています。 

 

■産業大分類別事業所数、従業者数（平成28年(2016年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 28 年(2016 年)経済センサス活動調査 

 

 

  

構成比 構成比
A 農業、林業 30 0.6% 153 0.3%
B 漁業 1 0.0% 4 0.0%
C 鉱業、採石業、砂利採取業 1 0.0% 4 0.0%
D 建設業 471 9.3% 2,432 5.5%
E 製造業 1,311 26.0% 17,144 38.6%
F 電気・ガス・熱供給・水道業 1 0.0% 75 0.2%
G 情報通信業 14 0.3% 26 0.1%
H 運輸業、郵便業 62 1.2% 1,810 4.1%
I 卸売業、小売業 1,091 21.6% 7,305 16.4%
J 金融業、保険業 50 1.0% 667 1.5%
K 不動産業、物品賃貸業 185 3.7% 504 1.1%
L 学術研究、専門・技術サービス業 136 2.7% 516 1.2%
M 宿泊業、飲食サービス業 489 9.7% 3,215 7.2%
N 生活関連サービス業、娯楽業 388 7.7% 1,802 4.1%
O 教育、学習支援業 142 2.8% 1,087 2.4%
P 医療、福祉 339 6.7% 5,080 11.4%
Q 複合サービス事業 38 0.8% 606 1.4%
R サービス業（他に分類されないもの） 297 5.9% 1,978 4.5%
A～R 全産業（Ｓ公務を除く） 5,046 100.0% 44,408 100.0%

事業所数（箇所） 従業者数（人）
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1-3-3.工業 

本市の工業の推移をみると、事業所数は減少傾向にあり、平成28年(2016年)時点で552箇所と

なっています。一方、従業者数と製造品出荷額等は平成21年(2009年)に大きく減少しています

が、以降は増加傾向にあり、平成28年(2016年)時点の従業者数は16,441人、製造品出荷額等は

377,699百万円となっています。 

また、事業所あたりの従業者数と製造品出荷額等の推移をみると、増加傾向にあり10年間で

約1.3倍の規模になっています。 

事業所数が減少し、事業所あたりの従業者数や製造品出荷額等が増加していることから、小

規模な事業所が減少する一方で、事業所の大型化や業務拡大が進んでいるものと推測されます。 

 

■事業所数、従業者数、製造品出荷額等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業所あたりの従業者数、製造品出荷額等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：工業統計調査、経済センサス活動調査（平成 23 年(2011 年)、平成 27 年(2015 年)のみ） 

 

 

  

651 690 625 589 651 589 573 565 603 552 

15,515 15,936 

14,542 
14,719 

15,857 15,086 15,192 15,424 16,011 16,441 

332,559 339,016 

266,703 
286,511 

319,032 311,406 314,109 
344,232 

386,475 377,699 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H19

(2007)

H20

(2008)

H21

(2009)

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

（百万円）（箇所・人）

事業所数 従業者数 製造品出荷額等



１．関市の現況 

- 1-22 - 

製造品出荷額等の推移を周辺地域並びに岐阜県全体と比較すると、本市の製造品出荷額等は

岐阜市よりも多く、各務原市に次ぐ規模を有するなど、周辺地域における製造業の拠点となっ

ています。 

また、平成19年(2007年)の水準まで回復していない地域が多いなか、本市の製造品出荷額等

は平成26年(2014年)には平成19年(2007年)の水準にまで回復し、その後も増加傾向にあります。

平成19年(2007年)の製造品出荷額等を100としたときの指数では、平成28年(2016年)は114と、

平成19年(2007年)に対して14％の増加となっています。 

 

■製造品出荷額等の推移（周辺地域、岐阜県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：工業統計調査、経済センサス活動調査（平成 23 年(2011 年)、平成 27 年(2015 年)のみ） 

 

 

  

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
(2007) (2008) (2009) (2010) (2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016)

製造品出荷額等（百万円） 332,559 339,016 266,703 286,511 319,032 311,406 314,109 344,232 386,475 377,699
指数（H19=100） 100 102 80 86 96 94 94 104 116 114
製造品出荷額等（百万円） 295,102 283,090 252,887 239,254 257,938 255,200 243,851 264,194 249,108 246,832
指数（H19=100） 100 96 86 81 87 86 83 90 84 84
製造品出荷額等（百万円） 129,978 133,589 99,759 108,991 104,583 108,544 113,702 125,890 115,913 135,053
指数（H19=100） 100 103 77 84 80 84 87 97 89 104
製造品出荷額等（百万円） 483,254 491,400 303,274 252,465 263,441 266,816 179,782 207,879 226,951 209,547
指数（H19=100） 100 102 63 52 55 55 37 43 47 43

製造品出荷額等（百万円） 652,148 784,743 621,784 699,656 704,415 670,740 650,116 690,687 787,139 731,337

指数（H19=100） 100 120 95 107 108 103 100 106 121 112
製造品出荷額等（百万円） 71,904 67,977 57,811 60,074 66,937 72,917 79,681 78,724 72,062 71,608
指数（H19=100） 100 95 80 84 93 101 111 109 100 100
製造品出荷額等（百万円） 80,803 83,571 63,146 72,517 77,177 76,628 75,487 77,822 80,131 78,810
指数（H19=100） 100 103 78 90 96 95 93 96 99 98
製造品出荷額等（百万円） 72,108 64,217 40,182 52,364 48,391 48,485 46,710 56,268 52,090 54,748
指数（H19=100） 100 89 56 73 67 67 65 78 72 76
製造品出荷額等（百万円） 43,285 26,512 31,976 31,320 15,070 30,085 35,792 42,729 36,788 44,948
指数（H19=100） 100 61 74 72 35 70 83 99 85 104
製造品出荷額等（百万円） 16,776 20,148 8,844 4,902 5,323 5,064 4,923 4,982 5,594 4,952
指数（H19=100） 100 120 53 29 32 30 29 30 33 30

製造品出荷額等（百万円） 5,878,617 5,959,020 4,569,082 4,827,525 4,888,473 5,008,158 4,797,431 5,101,178 5,373,371 5,385,390

指数（H19=100） 100 101 78 82 83 85 82 87 91 92
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1-3-4.商業 

本市の商業の推移をみると、商店数は平成26年(2014年)まで減少していましたが、平成28年

(2016年)にかけて増加しています。また、従業者数と商品販売額は、平成23年(2011年)に減少

していますが、その後は増加しています。商店あたりの従業者数と商品販売額の推移をみると、

平成23年(2011年)に減少していますが、以降増加しています。 

卸売・小売別（次頁）にみると、商店数・従業者数は小売が多く、商品販売額は同程度の規

模となっており、平成28年(2016年)時点の商店あたり商品販売額では、卸売が小売の約4倍の規

模を有しています。 

卸売の推移をみると、商店数と従業者数は増減を繰り返していますが長期的には減少傾向に

あります。商品販売額は平成23年(2011年)以降増加傾向にあります。また、商店あたりの従業

者数は増減を繰り返しており、商店あたりの商品販売額は平成23年(2011年)以降増加傾向にあ

ります。 

小売の推移をみると、商業全体と同様の傾向で推移しています。商店あたりの従業者数は概

ね横ばいで推移していますが、商店あたりの商品販売額は増加傾向にあります。また、小売の

売場面積は、平成23年(2011年)をピークに減少しており、商店あたりの売場面積も減少してい

ます。 

 

■商店数、従業者数、商品販売額の推移    ■商店あたり従業者数、商品販売額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計調査、経済センサス活動調査（平成 23 年(2011 年)、平成 28 年(2016 年)のみ） 
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■商店数、従業者数、商品販売額の推移    ■商店あたり従業者数、商品販売額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■売場面積、商店あたり売場面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：商業統計調査、経済センサス活動調査（平成 23 年(2011 年)、平成 28 年(2016 年)のみ） 
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商品販売額の推移を周辺地域並びに岐阜県全体と比較すると、多くの地域が平成19年(2007

年)から平成23年(2011年)にかけて減少しており、その後回復基調にあります。本市は、平成19

年(2007年)から平成23年(2011年)にかけて最も大きく減少したものの、その後の増加率は高い

状況にあります。平成19年(2007年)の商品販売額を100としたときの指数では、平成28年(2016

年)は94となっており、岐阜県全体と同程度の水準となっています。 

 

■商品販売額の推移（周辺地域、岐阜県との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

資料：商業統計調査、経済センサス活動調査（平成 23 年(2011 年)、平成 28 年(2016 年)のみ） 
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商品販売額（百万円） 180,585 120,431 144,753 168,957
指数（H19=100） 100 67 80 94
商品販売額（百万円） 1,724,230 1,333,247 1,528,036 1,493,317
指数（H19=100） 100 77 89 87
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卸売・小売別にみると、卸売・小売ともに、商業全体とほぼ同様の傾向にありますが、卸売

は岐阜県全体よりも増加率が高く、小売は岐阜県全体よりも増加率が低くなっています。 

 

■商品販売額の推移（周辺地域、岐阜県との比較） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※七宗町の H19、H26、H28 は秘匿 

資料：商業統計調査、経済センサス活動調査（平成 23 年(2011 年)、平成 28 年(2016 年)のみ） 

 

  

H19 H23 H26 H28 H19 H23 H26 H28
(2007) (2011) (2014) (2016) (2007) (2011) (2014) (2016)

商品販売額（百万円） 89,791 44,275 62,153 82,647 90,794 76,157 82,600 86,310
指数（H19=100） 100 49 69 92 100 84 91 95
商品販売額（百万円） 1,264,762 959,577 1,113,010 1,033,173 459,468 373,671 415,026 460,144
指数（H19=100） 100 76 88 82 100 81 90 100
商品販売額（百万円） 4,152 4,184 6,429 6,187 15,775 14,874 17,968 20,324
指数（H19=100） 100 101 155 149 100 94 114 129
商品販売額（百万円） 32,100 21,338 18,587 26,867 67,053 48,881 56,273 56,806
指数（H19=100） 100 66 58 84 100 73 84 85
商品販売額（百万円） 88,685 72,032 70,674 103,821 136,493 116,978 131,157 161,743
指数（H19=100） 100 81 80 117 100 86 96 118
商品販売額（百万円） 3,078 1,312 1,232 2,279 19,573 18,133 16,779 19,804
指数（H19=100） 100 43 40 74 100 93 86 101
商品販売額（百万円） 17,775 12,429 12,879 13,268 42,066 36,559 39,746 39,129
指数（H19=100） 100 70 72 75 100 87 94 93
商品販売額（百万円） 2,859 2,077 1,675 3,402 3,083 5,133 5,861 5,661
指数（H19=100） 100 73 59 119 100 166 190 184
商品販売額（百万円） 259 708 215 627 1,444 1,916 2,585 2,019
指数（H19=100） 100 273 83 242 100 133 179 140
商品販売額（百万円） - 340 - - - 1,468 - -
指数（H19=100） - - - - - - - -

商品販売額（百万円） 2,648,467 2,046,316 2,275,889 2,344,839 2,112,133 1,723,270 1,901,922 2,097,335
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1-3-5.農業 

本市の総農家数は減少が続いており、平成27年(2015年)時点で2,560戸と平成12年(2000年)よ

り1,228戸の減少となっています。農家の種類別にみると、販売農家は減少が続いており、自給

的農家も平成22年(2010年)をピークに減少に転じています。 

農家数の減少にともない、経営耕作面積も減少が続いており、平成27年(2015年)時点で

1,530haと平成12年(2000年)より821haの減少となっています。農家の種類別にみると、販売農

家の経営耕作面積は減少が続いており、自給的農家の経営耕作面積は平成17年(2005年)をピー

クに減少に転じています。 

耕作放棄地面積は、農家の種類別に見ると、販売農家の耕作放棄地面積は減少していますが、

自給的農家の耕作放棄地面積は増加が続いています。 

 

■農家数の推移               ■経営耕地面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■耕作放棄地面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林業センサス 
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1-3-6.観光 

本市の平成29年度(2017年度)時点の観光入込客数をみると、岐阜県百年公園が433千人で最も

多く、次いで武芸川温泉（352千人）、道の駅平成（260千人）、刃物まつり（260千人）の順とな

っています。 

施設別の推移をみると、岐阜県百年公園やふどうの森、関善光寺、関鍛冶伝承館、道の駅（ラ

ステンほらど、むげ川）などの観光入込客数が増加傾向にあります。 

また、観光施設の分布（次頁）をみると、市内各地に様々な観光施設が立地しています。 

 

■観光入込客数の推移 
（千人） 

 
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

(2008) (2009) (2010) (2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) (2017) 

自然 

高賀神水庵 192  188  189  184  172  163  139  129  131  128  

ふどうの森 178  177  171  168  174  173  174  192  198  191  

寺尾ヶ原千本桜公園 100  100  100  100  70  100  100  100  70  70  

文化 
・歴史 

関善光寺 60  210  60  60  60  60  69  92  193  133  

高賀神社 24  24  22  23  22  19  18  17  18  19  

関鍛冶伝承館 16  17  18  18  17  35  20  30  32  35  

関市円空館 9  6  5  5  5  3  4  5  5  5  

篠田桃紅美術空間 2  2  3  5  3  4  2  5  4  2  

産業観光 

板取川洞戸観光ヤナ 71  70  70  59  76  72  60  64  66  67  

フェザーミュージアム 23  22  23  23  21  23  19  2  41  39  

鮎の里ほらど 11  11  6  7  10  10  8  11  13  14  

スポーツ・
レクリエー
ション 

岐阜県百年公園 243  274  252  237  226  237  236  418  523  433  

中池公園 234  221  123  98  91  119  197  186  149  152  

すぎのこキャンプ場 16  13  16  10  7  6  5  14  15  14  

TACランドキャンプ場 11  12  11  10  10  11  9  10  10  9  

温泉 

武芸川温泉 234  227  220  178  168  170  163  161  71  352  

板取川温泉バーデェハウス 140  148  134  102  104  101  89  93  110  90  

上之保温泉ほほえみの湯 133  125  113  106  98  98  93  97  100  97  

買物 

道の駅平成 371  370  352  339  335  334  267  269  260  260  

道の駅ラステンほらど 112  110  89  80  66  67  72  79  146  144  

道の駅むげ川 － － － － － 173  173  177  184  203  

濃州関所茶屋 36  36  34  33  35  41  17  12  18  27  

行・催事 
関まつり 90  90  90  － 80  85  85  85  95  95  

小瀬鵜飼 11  8  8  8  8  8  7  9  8  8  

イベント 

刃物まつり 260  260  210  260  260  250  250  250  250  260  

花火大会 69  58  48  53  48  53  55  45  50  53  

あじさいまつり 20  39  30  30  30  30  14  14  16  14  

関にし秋の祭典 8  10  5  7  10  5  5  10  10  5  

武芸川ふるさと夏まつり 10  10  10  10  10  10  10  10  10  10  

津保川産業祭 10  10  20  － 20  － 4  － 8  － 

上之保ゆず祭り 4  5  10  4  4  － － － － － 

海づくり大会関係 － － 101 － － － － － － － 

ぎふ清流国体ぎふ清流大会 － － － － 47  － － － － － 

その他  － － － － － 328  333  358  624  604  

合  計 2,698  2,853  2,543  2,217  2,287  2,788  2,697  2,944  3,428  3,533  

資料：岐阜県観光入込客統計調査 
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■観光施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No 種別 名称 No 種別 名称 No 種別 名称 

1 文化・歴史 篠田桃紅美術空間 16 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ すぎのこキャンプ場 31 産業観光 鮎の里洞戸 
2 文化・歴史 関鍛冶伝承館 17 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 八滝ウッディランド 32 産業観光 板取川洞戸観光ヤナ 

3 文化・歴史 関善光寺 18 イベント 刃物まつり 33 買い物 濃州関所茶屋 
4 文化・歴史 関市円空館 19 イベント 花火大会 34 買い物 道の駅「ラステンほらど」 

5 文化・歴史 鳥屋市倉洞西国三十三観音塔  20 イベント 津保川産業祭り 35 買い物 道の駅「平成」 
6 文化・歴史 高賀神社 21 イベント あじさいまつり 36 買い物 道の駅むげ川 

7 文化・歴史 日龍峰寺 22 イベント 関にし秋の祭典（※） 37 農業体験 田原リフレッシュ農園 
8 文化・歴史 武芸八幡宮 23 イベント 武芸川ふるさと夏まつり 38 農業体験 黒屋リフレッシュ農園 

9 文化・歴史 武芸川ふるさと館 24 自然 ふどうの森 39 農業体験 洞戸自由農園 
10 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 中池公園 25 自然 高賀神水庵 40 温泉 上之保温泉ほほえみの湯 

11 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 百年公園 26 自然 株杉の森 41 温泉 板取川温泉バーデェハウス 
12 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 板取コテージ湯屋 27 自然 名もなき池（モネの池） 42 温泉 武芸川温泉ゆとりの湯 

13 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 板取木工クラフト館 28 自然 寺尾ヶ原千本桜公園 43 行・祭事 関まつり 
14 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ ＴＡＣランドいたどり 29 産業観光 フェザーミュージアム 44 行・祭事 小瀬鵜飼 

15 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 板取四季の森 30 産業観光 岐阜県刃物会館    

※洞戸、板取、武芸川の３地区持ち回り開催（図は武芸川で記載） 

資料：関市観光モデルコース  
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1-4.土地・建物 

1-4-1.土地利用 

（1）土地利用現況 

用途地域別の土地利用構成比をみると、第一種・第二種低層住居専用地域では、住宅用地が

最も多くなっており、第一種低層住居専用地域では49.6％、第二種低層住居専用地域では68.4％

を占めています。第一種・第二種中高層住居専用地域では、住宅用地が約28％を占めています

が、自然的土地利用が4割前後を占めています。第一種住居地域では、住宅用地が37.8％を占め

ていますが、自然的土地利用も25.7％となっています。第二種住居地域では、住宅用地と商業

用地が12.2％と同じ割合になっており、自然的土地利用も23.0％となっています。また、準住

居地域では、住宅用地が30.1％を占めていますが、商業用地が22.1％、工業用地が5.9％となっ

ており、住・商・工の混在がみられます。 

近隣商業地域では、商業用地が30.3％を占めていますが、住宅用地も25.5％と多くなってい

ます。商業地域では、住宅用地が53.5％と最も多く、商業用地は11.9％にとどまっています。 

準工業地域では、住宅用地が24.7％、商業用地が10.7％、工業用地が10.5％となっており、

住・商・工の混在がみられます。工業地域・工業専用地域では、工業用地が最も多くなってい

ますが、自然的土地利用も2割前後となっています。 

用途地域内の土地利用の傾向をまとめると、用途地域と実際の土地利用に大きな乖離は見ら

れないものの、低層住居専用地域を除く住居系地域では自然的土地利用が2～4割を占めており、

住宅地としての土地利用が進んでいない状況にあります。商業地域においても商業用地の割合

が非常に少なく、商業地としての土地利用が進んでいない状況です。また、準住居地域や準工

業地域においては、住・商・工の混在がみられます。用途地域全体では、自然的土地利用は26.0％

を占め、その他の空地も5.2％を占めるなど、低密度な土地利用となっています。 

 

■用途地域別の土地利用構成比（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査の GISデータより集計  
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■用途地域別の土地利用現況（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査の GISデータより集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（面積：ha）

一低 二低 一中高 二中高 一住 二住 準住 近商 商業 準工 工業 工専

田 0.0 0.0 50.0 16.1 21.1 1.4 0.1 0.7 0.0 20.5 0.3 0.0 110.2 1580.2

畑 1.0 0.0 21.4 9.9 26.7 0.9 0.4 2.1 0.1 17.0 1.2 0.0 80.7 424.2

小計 1.0 0.0 71.4 26.0 47.8 2.3 0.5 2.8 0.1 37.5 1.5 0.0 190.9 2004.4

9.9 0.0 35.7 18.9 45.8 4.0 0.0 1.8 0.0 24.7 13.8 8.5 163.1 5927.1

0.8 0.0 2.7 1.0 3.4 0.5 0.2 0.8 0.4 2.8 2.7 0.7 16 294.3

2.4 0.0 12.6 6.7 13.4 1.7 0.3 1.5 0.1 7.5 5.6 0.1 51.9 667.7

14.1 0.0 122.4 52.6 110.4 8.5 1.0 6.9 0.6 72.5 23.6 9.3 421.9 8893.5

住宅用地 55.9 1.3 90.1 32.2 162.5 4.5 4.1 25.7 21.5 72.1 0.5 0.0 470.4 534

商業用地 0.3 0.0 5.0 2.5 18.1 4.5 3.0 30.5 4.8 31.2 0.3 0.3 100.5 108

工業用地 0.4 0.0 3.2 2.5 11.9 0.4 0.8 3.6 0.3 30.8 55.2 43.6 152.7 270.8

小計 56.6 1.3 98.3 37.2 192.5 9.4 7.9 59.8 26.6 134.1 56.0 43.9 723.6 912.8

0.1 0.0 0.6 0.2 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.2 0.0 2.3 55.7

2.3 0.0 39.2 4.2 36.4 7.1 0.6 4.1 3.0 10.3 0.1 0.5 107.8 181.5

23.8 0.5 40.6 13.0 60.2 6.4 3.2 21.7 6.7 49.2 13.9 4.1 243.3 667

0.0 0.0 0.1 0.0 2.8 0.0 0.1 2.8 0.3 5.7 0.0 1.2 13 22.4

3.9 0.0 2.3 1.3 6.7 3.9 0.0 0.6 0.3 3.9 5.6 0.2 28.7 168.7

11.9 0.1 17.9 4.9 19.7 1.6 0.8 4.9 2.7 16.2 3.9 0.0 84.6 555.2

98.6 1.9 199.0 60.8 319.1 28.4 12.6 93.9 39.6 219.8 79.7 49.9 1203.3 2563.3

112.7 1.9 321.4 113.4 429.5 36.9 13.6 100.8 40.2 292.3 103.3 59.2 1625.2 11456.8

80.1 1.4 215.5 87.7 284.2 10.3 5.5 35.0 24.2 155.9 17.0 6.8 923.6 8651.2

32.6 0.5 105.9 25.6 145.5 26.7 8.0 65.8 16.0 136.4 86.3 52.3 701.6 2805.6

（構成比）

一低 二低 一中高 二中高 一住 二住 準住 近商 商業 準工 工業 工専

田 0.0% 0.0% 15.6% 14.2% 4.9% 3.8% 0.7% 0.7% 0.0% 7.0% 0.3% 0.0% 6.8% 13.8%

畑 0.9% 0.0% 6.7% 8.7% 6.2% 2.4% 2.9% 2.1% 0.2% 5.8% 1.2% 0.0% 5.0% 3.7%

小計 0.9% 0.0% 22.2% 22.9% 11.1% 6.2% 3.7% 2.8% 0.2% 12.8% 1.5% 0.0% 11.7% 17.5%

8.8% 0.0% 11.1% 16.7% 10.7% 10.8% 0.0% 1.8% 0.0% 8.5% 13.4% 14.4% 10.0% 51.7%

0.7% 0.0% 0.8% 0.9% 0.8% 1.4% 1.5% 0.8% 1.0% 1.0% 2.6% 1.2% 1.0% 2.6%

2.1% 0.0% 3.9% 5.9% 3.1% 4.6% 2.2% 1.5% 0.2% 2.6% 5.4% 0.2% 3.2% 5.8%

12.5% 0.0% 38.1% 46.4% 25.7% 23.0% 7.4% 6.8% 1.5% 24.8% 22.8% 15.7% 26.0% 77.6%

住宅用地 49.6% 68.4% 28.0% 28.4% 37.8% 12.2% 30.1% 25.5% 53.5% 24.7% 0.5% 0.0% 28.9% 4.7%

商業用地 0.3% 0.0% 1.6% 2.2% 4.2% 12.2% 22.1% 30.3% 11.9% 10.7% 0.3% 0.5% 6.2% 0.9%

工業用地 0.4% 0.0% 1.0% 2.2% 2.8% 1.1% 5.9% 3.6% 0.7% 10.5% 53.4% 73.6% 9.4% 2.4%

小計 50.2% 68.4% 30.6% 32.8% 44.8% 25.5% 58.1% 59.3% 66.2% 45.9% 54.2% 74.2% 44.5% 8.0%

0.1% 0.0% 0.2% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.2% 0.0% 0.1% 0.5%

2.0% 0.0% 12.2% 3.7% 8.5% 19.2% 4.4% 4.1% 7.5% 3.5% 0.1% 0.8% 6.6% 1.6%

21.1% 26.3% 12.6% 11.5% 14.0% 17.3% 23.5% 21.5% 16.7% 16.8% 13.5% 6.9% 15.0% 5.8%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.7% 2.8% 0.7% 2.0% 0.0% 2.0% 0.8% 0.2%

3.5% 0.0% 0.7% 1.1% 1.6% 10.6% 0.0% 0.6% 0.7% 1.3% 5.4% 0.3% 1.8% 1.5%

10.6% 5.3% 5.6% 4.3% 4.6% 4.3% 5.9% 4.9% 6.7% 5.5% 3.8% 0.0% 5.2% 4.8%

87.5% 100.0% 61.9% 53.6% 74.3% 77.0% 92.6% 93.2% 98.5% 75.2% 77.2% 84.3% 74.0% 22.4%

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

71.1% 73.7% 67.1% 77.3% 66.2% 27.9% 40.4% 34.7% 60.2% 53.3% 16.5% 11.5% 56.8% 75.5%

28.9% 26.3% 32.9% 22.6% 33.9% 72.4% 58.8% 65.3% 39.8% 46.7% 83.5% 88.3% 43.2% 24.5%
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（2）土地利用の分布と変化 

土地利用の分布（次頁）をみると、中心部の用途地域に住宅用地が広く分布しており、市街

地を形成しています。また、郊外部の用途地域では、住宅団地や工業団地が形成されています

が、関IC周辺は自然的土地利用が多く残るなど、開発途上にあります。 

中心部の用途地域では、小規模な商業用地や工業用地が点在するなど、一部で住・商・工の

混在した土地利用がみられるほか、東西の外縁部を中心に自然的土地利用も多く、低密度な市

街地が広がっている状況です。 

商業用地については、中心部の用途地域の南部に大規模な集積がみられます。また、国道※

156号（（都）国道156号線）（※以下、「(国)」と表記）や(国)418号（（都）一本木岩下線、（都）

国道418号西関バイパス線）の沿道にはロードサイド型の商業用地が立地しています。 

工業用地については、郊外部の用途地域で工業団地が形成されているほか、用途地域外にも

比較的規模の大きい工業用地が点在しています。 

用途地域外は、山林が多く、河川沿いを中心にまとまった農地が分布しています。また、集

落地が点在していますが、関市役所前駅の北側では用途地域内から連続した住宅用地もみられ

ます。 

平成18年(2006年)から平成28年(2016年)にかけての土地利用の変化（1-34～1-37頁）をみる

と、都市計画区域内では、関広見ICの北西、関下有知駅の周辺、西部の(国)156号（（都）国道

156号線）や主要地方道※関本巣線（（都）国道248号線）（※以下、「(主)」と表記）の沿道、関

富岡駅の周辺など、用途地域の外縁部や郊外で、宅地化（農地の転用）が進行しています。都

市計画区域外では大きな変化は見られません。 
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■土地利用現況図（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 
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■土地利用動向（平成28年(2016年)、都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 
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■土地利用動向（平成18年(2006年)、都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 
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■土地利用動向（平成28年(2016年)、全域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 
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■土地利用動向（平成18年(2006年)、全域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 
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（3）低未利用地の状況 

用途地域内の低未利用地面積は491.0haとなっており、用途地域の30.2％を占めています。 

規模別にみると、1,000㎡未満が6.2％、1,000～10,000㎡が12.2％、10,000㎡以上が11.7％と

なっており、規模の大きい低未利用地が多い状況です。 

地目別では、山林や田の規模が大きく、用途地域に占める割合も、山林が10.0％、田が6.8％

と多くなっています。一方、畑やその他の空地、その他の自然地は、山林や田と比べて規模が

小さく、用途地域に占める割合も、畑が5.0％、その他の空地が5.2％、その他の自然地が3.2％

と少なくなっています。 

用途地域別にみると、住居系の用途地域では36.0％が低未利用地となっており、1,000㎡以上

の田や10,000㎡未満の畑、10,000㎡以上の山林、1,000㎡未満のその他の空地などが多い状況で

す。商業系の用途地域では、用途地域に占める割合が10.6％と他の用途地域に比べて少なく、

1,000㎡未満のその他の空地が多い状況です。工業系の用途地域では24.0％が低未利用地となっ

ており、1,000～10,000㎡の田や10,000㎡未満の畑、10,000㎡以上の山林などが多い状況です。 

低未利用地の分布（次頁）をみると、中心部の用途地域には、大小様々な低未利用地が分布

しており、とりわけ用途地域外縁部で多くなっています。郊外部の用途地域では、小規模な低

未利用地が点在している程度ですが、関IC周辺では規模が大きい山林やその他の空地が多い状

況です。 

 

■用途地域内の低未利用地の状況（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※構成比は、用途地域面積に対する割合を示す 

資料：低未利用地は平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査の GIS データより集計 

用途地域面積は平成 29 年度（2017 年度）都市計画現況調査 

 

 

  

面積
（ha）

構成比
面積
（ha）

構成比
面積
（ha）

構成比
面積
（ha）

構成比
面積
（ha）

構成比
面積
（ha）

構成比

1,000㎡未満 7.8 0.8% 26.9 2.7% 1.6 0.2% 8.5 0.9% 28.8 2.9% 73.6 7.4%
1,000㎡～10,000㎡ 58.7 5.9% 31.9 3.2% 14.0 1.4% 19.2 1.9% 18.3 1.8% 142.1 14.3%
10,000㎡以上 22.2 2.2% 1.4 0.1% 98.7 9.9% 9.6 1.0% 9.9 1.0% 141.8 14.3%

小計 88.7 8.9% 60.2 6.1% 114.3 11.5% 37.3 3.8% 56.9 5.7% 357.5 36.0%
1,000㎡未満 0.5 0.3% 1.1 0.9% 0.1 0.0% 0.8 0.6% 5.3 4.0% 7.8 5.9%
1,000㎡～10,000㎡ 0.3 0.2% 1.1 0.8% 0.6 0.5% 0.8 0.6% 1.1 0.8% 3.9 2.9%
10,000㎡以上 0.0 0.0% 0.0 0.0% 1.2 0.9% 0.0 0.0% 1.2 0.9% 2.4 1.8%

小計 0.7 0.5% 2.2 1.7% 1.8 1.4% 1.6 1.2% 7.7 5.8% 14.1 10.6%
1,000㎡未満 2.6 0.5% 6.2 1.3% 0.8 0.2% 3.1 0.6% 7.0 1.4% 19.8 4.0%
1,000㎡～10,000㎡ 16.1 3.2% 12.0 2.4% 7.6 1.5% 8.7 1.7% 8.5 1.7% 53.0 10.6%
10,000㎡以上 2.1 0.4% 0.0 0.0% 38.7 7.8% 1.3 0.3% 4.6 0.9% 46.6 9.4%

小計 20.8 4.2% 18.3 3.7% 47.1 9.5% 13.1 2.6% 20.1 4.0% 119.4 24.0%
1,000㎡未満 10.8 0.7% 34.3 2.1% 2.4 0.1% 12.5 0.8% 41.2 2.5% 101.2 6.2%
1,000㎡～10,000㎡ 75.1 4.6% 45.0 2.8% 22.3 1.4% 28.7 1.8% 27.8 1.7% 199.0 12.2%
10,000㎡以上 24.3 1.5% 1.4 0.1% 138.5 8.5% 10.9 0.7% 15.7 1.0% 190.8 11.7%

小計 110.2 6.8% 80.7 5.0% 163.2 10.0% 52.0 3.2% 84.7 5.2% 491.0 30.2%

合計 用途
地域
面積
（ha）

住居系 994

商業系 133

田 畑 山林 その他の自然地 その他の空地

工業系 498

合計 1,625
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■用途地域内の低未利用地の分布状況（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 
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1-4-2.建物状態 

（1）建物の構造・建築年代 

建物の構造別の棟数をみると、木造が59.6％、非木造が40.4％となっています。 

また、建築年代別の棟数をみると、新耐震基準（昭和57年(1982年)以降）の建物が22.5％を

占めていますが、旧耐震基準（昭和56年(1981年)以前）も16.8％を占めており、建築年代不明

の建物も多くなっています。 

構造別に建築年代をみると、旧耐震基準の建物の占める割合は、非木造に比べると木造が多

くなっています。 

 

■建物の構造及び建築年代別の棟数構成比（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物の構造及び建築年代の状況（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査の GISデータより集計 

 

 

 

  

木造

59.6%

非木造

40.4%

S45以前

6.8%
S46～S56

6.8%

S57以降

15.7%

不明

30.3%

S45以前

1.0%

S46～S56

2.1%

S57以降

6.8%

不明

30.5%

建物棟数 建築面積 延床面積

（棟） 構成比 （㎡） 構成比 （㎡） 構成比

昭和45年（1970年）以前 4,337 6.8% 342,989 5.1% 456,518 4.8%

昭和46年（1971年）～昭和56年（1981年） 4,299 6.8% 340,538 5.0% 473,303 4.9%

昭和57年（1982年）以降 9,965 15.7% 818,568 12.1% 1,313,451 13.7%

不明 19,161 30.3% 1,819,822 26.8% 2,444,941 25.5%

小計 37,762 59.6% 3,321,917 48.9% 4,688,213 48.9%

昭和45年（1970年）以前 657 1.0% 113,094 1.7% 148,568 1.5%

昭和46年（1971年）～昭和56年（1981年） 1,306 2.1% 167,190 2.5% 257,641 2.7%

昭和57年（1982年）以降 4,309 6.8% 740,764 10.9% 1,230,440 12.8%

不明 19,294 30.5% 2,445,239 36.0% 3,270,439 34.1%

小計 25,566 40.4% 3,466,287 51.1% 4,907,088 51.1%

昭和45年（1970年）以前 4,994 7.9% 456,083 6.7% 605,086 6.3%

昭和46年（1971年）～昭和56年（1981年） 5,605 8.9% 507,727 7.5% 730,944 7.6%

昭和57年（1982年）以降 14,274 22.5% 1,559,333 23.0% 2,543,891 26.5%

不明 38,455 60.7% 4,265,061 62.8% 5,715,380 59.6%

小計 63,328 100.0% 6,788,204 100.0% 9,595,301 100.0%

構造 建築年代

木造

非木造

合計
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老朽木造建物（旧耐震基準（昭和56年(1981年)以前）の木造建物）の分布をみると、市街地

中心部周辺に多く、外側に向かって少なくなっています。 

 

■老朽木造建物の分布状況（平成30年度(2018年)、500mメッシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※全建物棟数に占める老朽木造建物棟数の割合 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査の GISデータより集計 
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（2）空き家 

本市の空き家数は増加が続いており、平成15年(2003年)から平成25年(2013年)にかけて約2倍

となっています。住宅総数も増加していますが、空き家率（住宅総数に占める空き家の割合）

も、平成15年(2003年)から平成25年(2013年)にかけて約4％増加しています。 

関市空家対策計画によると、平成22年(2010年)から令和17年(2035年)の人口増減と空き家等

の分布は、市街地中心部で空き家が多くなっています。空き家が多い地区では、平成22年(2010

年)から令和17年(2035年)にかけて人口も大きく減少すると見込まれており、今後も空き家の

増加が続くことで、空洞化や都市のスポンジ化がより一層進行すると推測されます。 

 

■空き家の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅・土地統計調査 
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1-4-3.市街化動向 

（1）DID 

本市のDIDは、平成2年(1990年)から平成12年(2000年)にかけて縮小していますが、以降は拡

大が続いており、平成27年(2015年)時点のDID面積は571ha（市域面積の1.2％）となっています。 

一方、DIDの拡大に反して、DID人口は減少傾向にあり、DID人口密度も低下しています。平成

27年(2015年)時点のDID人口は25,486人（総人口に占める割合が28.6％）、DID人口密度は44.6人

/haとなっており、市街地の低密度化が進行しています。 

また、DIDの変遷（次頁）をみると、関地域の中心部がDIDとなっており、外側に向けて少し

ずつ拡大していますが、大きな変化はみられません。 

 

■DID人口の推移               ■DID面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

資料：国勢調査 
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DID人口（人） 26,322 26,827 25,788 26,707 26,544 25,486
総人口に占める割合 30.2% 29.8% 28.0% 28.8% 29.0% 28.6%

DID面積(ha） 540 530 519 552 565 571
市域に占める割合 1.1% 1.1% 1.1% 1.2% 1.2% 1.2%
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■DIDの変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 
  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

DID(平成2年(1990年))

DID(平成7年(1995年))

DID(平成12年(2000年))

DID(平成17年(2005年))

DID(平成22年(2010年))

DID(平成27年(2015年))
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（2）開発動向 

平成21年度(2009年度)から平成29年度(2017年度)にかけての開発許可件数は354件、開発許可

面積は約344万㎡となっています。そのうち、用途地域内における開発が190件、約201万㎡、用

途地域外における開発が164件、約144万㎡となっており、用途地域内のほうが用途地域外に比

べて件数も面積も多くなっています。 

用途別にみると、住宅・工業・その他の開発は、件数・面積ともに用途地域内のほうが多く、

商業の開発は、用途地域内と用途地域外が同程度となっています。 

開発許可の推移（下図及び次頁）をみると、用途地域内では平成21年度(2009年度)～平成24

年度(2012年度)までは増加傾向にありましたが、平成25年度(2013年度)以降大きく減少してい

ます。用途地域外では増減を繰り返していますが、件数は平成29年度(2017年度)が最も多く、

面積は平成26年度(2014年度)が最も多くなっています。 

 

■開発許可（平成21年度（2009年度）～平成29年度（2017年度）） 

 

 

 

 
 
※その他には、H21～25の観光レクリエーション、H26～30 の公益施設を含む 

資料：平成 26 年度（2014 年度）・平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 

 

■開発許可件数（平成21年度（2009年度）～平成29年度（2017年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度（2014 年度）・平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 

 

 

 

  

件数 面積（㎡） 件数 面積（㎡） 件数 面積（㎡）
住宅 63 459,142 36 194,175 99 653,316
商業 30 198,918 39 181,655 69 380,573
工業 37 611,775 37 463,243 74 1,075,018

その他 60 735,542 52 597,188 112 1,332,729
合計 190 2,005,376 164 1,436,260 354 3,441,636
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■開発許可面積（平成21年度（2009年度）～平成29年度（2017年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度（2014 年度）・平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 
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（㎡） 【用途地域外（面積）】

住宅 商業 工業 その他

（㎡）
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(2009) (2010) (2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) (2017)
住宅 335,268 20,469 14,055 24,513 6,774 13,884 15,027 15,553 13,598 459,142
商業 22,977 42,873 20,388 70,482 35,898 1,960 - 4,340 - 198,918
工業 182,394 21,065 261,692 131,279 3,201 - - - 12,145 611,775

その他 112,681 252,908 182,565 136,586 17,002 1,405 7,089 1,196 24,109 735,542
小計 653,319 337,314 478,700 362,860 62,875 17,250 22,117 21,089 49,852 2,005,376
住宅 76,387 7,971 28,299 41,912 8,207 9,998 1,831 5,284 14,285 194,175
商業 23,347 2,042 37,828 25,730 7,417 15,774 13,509 9,650 46,358 181,655
工業 0 85,881 26,355 29,382 0 244,407 21,166 9,684 46,368 463,243

その他 29,724 162,687 11,033 180,851 1,327 19,883 58,799 13,463 119,421 597,188
小計 129,457 258,581 103,515 277,875 16,951 290,062 95,305 38,082 226,431 1,436,260

782,777 595,895 582,215 640,735 79,826 307,312 117,421 59,172 276,283 3,441,636

合計

用途地域内

用途地域外

合計
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本市の市街地整備状況をみると、市街地を中心に、土地区画整理事業が9箇所で計画され、7

箇所で事業が完了していますが、用途地域の西部では面的整備事業がほとんど実施されていな

い状況にあります。 

また、開発許可の分布（下図及び次頁）をみると、住宅の開発は、面的整備が実施されてい

ない用途地域の外縁部や用途地域外の(国)156号（（都）国道156号線）沿道などで多くなってい

ます。商業の開発は、関市役所前駅周辺や郊外部の幹線道路沿道で多くなっており、工業の開

発は、郊外部で多くなっています。 

 

■市街地整備状況、開発許可（平成21年度（2009年度）～平成29年度（2017年度））の分布（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■土地区画整理事業施行状況 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度（2014 年度）・平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査、関市資料

  

計画 整備済 施行 完了
関土地区画整理事業 11.5 11.9 S22 S30
関第二土地区画整理事業 3.3 3.4 S27 S38
日ノ出丘土地区画整理事業 66.8 71.0 S27 S35
西本郷土地区画整理事業 33.0 34.6 S46 S53
小瀬池田土地区画整理事業 11.2 11.3 S63 H4
平賀大平土地区画整理事業 4.5 4.5 H3 H7
平賀第一土地区画整理事業 11.5 0.0 H24 R4
平賀第二土地区画整理事業 6.9 0.0 H26 R4
鋳物師屋土地区画整理事業 30.0 30.1 H3 H11

名称
面積（ha） 事業期間（年度）

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

土地区画整理事業

施行中

整備済

開発許可

住宅

商業

工業

公益施設

その他
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■市街地整備状況、開発許可（平成21年度（2009年度）～平成29年度（2017年度））の分布（全域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度（2014 年度）・平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査、関市資料 
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（3）建築着工 

着工建築物の推移をみると、棟数は、平成23年(2011年)と平成25年(2013年)を除き、概ね横

ばいで推移しています。建物用途は住宅系が大部分を占めています。 

延床面積は増減を繰り返していますが、長期的には減少傾向にあります。建物用途は住宅系

が最も多いものの、棟数に比べ商業系や工業系の占める割合が多い状況です。 

 

■着工建築棟数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■着工建築延床面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：建築着工統計 
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（4）農地転用 

農地転用の推移をみると、件数は増加傾向にあります。転用用途は住宅用地が最も多く、次

いで、その他の業務用地や工・鉱業（工場）用地の順となっています。 

転用面積は増減を繰り返していますが、長期的には増加傾向にあります。転用用途は、件数

とは異なり、その他の業務用地が最も多く、次いで住宅用地の順となっていますが、年によっ

ては商業サービス用地や工・鉱業（工場）用地が多い年があります。 

 

■農地転用件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■農地転用面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農業委員会 
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（5）地価 

地価公示による平均地価の推移をみると、住宅地は下落が続いており、平成30年(2018年)時

点で37,200円/㎡となっています。商業地は平成27年(2015年)にかけて下落が続いていました

が、以降は上昇傾向にあり、平成30年(2018年)時点で40,200円/㎡となっています。 

地点別の地価状況（下表及び次頁）をみると、市街地中心部の幹線道路沿いの地価が高く、

外側に向かって低くなっています。洞戸・板取・武芸川・武儀・上之保地域の地価は20,000円

/㎡未満と低くなっており、関地域との差が大きくなっています。 

 

■平均地価（地価公示）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：県地価調査（市町村別用途別平均価格・平均変動率） 

 

■地点別の地価状況（平成30年(2018年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：国土交通省地価公示、都道府県地価調査 
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H29
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H30

(2018)

（円/㎡） 住宅地 商業地 全用途平均

平成30年（2018年）価格
（円／㎡）

関-1 関市豊岡町1-1-31 41,900 住宅地 公示地価
関-2 関市西福野町2-4-17 46,400 住宅地 公示地価
関-3 関市巾3丁目84番2 33,600 住宅地 公示地価
関-4 関市西本郷通5-4-17 42,000 住宅地 公示地価
関-5 関市鋳物師屋5-8-31 40,000 住宅地 公示地価
関5-1 関市弥生町3-4-14 44,200 商業地 公示地価
関5-2 関市武芸川町高野字水押423番7 27,800 商業地 公示地価
関5-3 関市西木戸町32番外 48,600 商業地 公示地価
関-6 関市武芸川町八幡字松葉366番1 19,300 住宅地 公示地価
関-1 関市貸上町8番3 38,000 住宅地 県地価調査
関-2 関市中之保字上屋敷道下夕4471番4外 9,800 住宅地 県地価調査
関-3 関市大杉字香林庵600番11 22,800 住宅地 県地価調査
関-4 関市平賀町4丁目79番 36,700 住宅地 県地価調査
関-5 関市下有知字新今宮2720番1 28,700 住宅地 県地価調査
関5-1 関市山王通2-2-25 71,000 商業地 県地価調査
関-6 関市広見字昭和新田1853番1 17,100 住宅地 県地価調査
関-7 関市桜台4-3-10 33,300 住宅地 県地価調査
関-8 関市洞戸菅谷字中川原171番1外 8,000 住宅地 県地価調査
関-9 関市神野字本郷169番4 13,800 住宅地 県地価調査
関9-1 関市下有知字深橋前5469番4外 21,800 工業地 県地価調査
関-10 関市上之保字仲畑下モ15035番1 8,250 住宅地 県地価調査
関-11 関市板取字野向3890番1 4,040 住宅地 県地価調査
関-12 関市倉知字祭場下400番3外 34,400 住宅地 県地価調査
関-13 関市武芸川町谷口字東畑1471番13外 15,500 住宅地 県地価調査
関-14 関市武芸川町跡部字高瀬475番 17,400 住宅地 県地価調査

基準地番号 地点 用途 調査区分
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■地点別の地価状況（平成30年(2018年)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省地価公示、都道府県地価調査 

 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

平成30年（2018年）地価

20,000円未満

20,000～25,000円

25,000～30,000円

30,000～35,000円

35,000円以上



関市都市計画マスタープラン 

- 1-53 - 

1-5.都市計画 

1-5-1.用途地域等 

本市の用途地域は、市域面積の約3％にあたる1,625.2haに指定されています。 

指定されている地域としては、第一種住居地域が427.4haで最も多く、次いで、第一種中高層

住居専用地域、準工業地域、第一種低層住居専用地域の順となっています。 

用途地域の分布（次頁）をみると、関駅から関口駅にかけて商業地域や近隣商業地域が指定

されており、その周囲に第一種住居地域や第二種住居地域が指定されています。また、中心部

の用途地域内の幹線道路沿道には準住居地域や近隣商業地域が指定されています。準工業地域

は長良川鉄道沿線や市街地西部の広い範囲に指定されており、中高層住居専用地域は用途地域

外縁部や関IC周辺に指定されています。郊外部の用途地域には、低層住居専用地域や工業地域、

工業専用地域が指定され、住宅団地・工業団地を形成しています。 

用途地域以外では、風致地区が安桜山地区、梅龍寺山地区の2地区に指定され、防火地域・準

防火地域の指定もあります。 

 

■用途地域等の指定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 29 年度（2017 年度）都市計画現況調査 

 

 

 

 

 

  

（平成29年（2017年）3月31日時点）

面積（ha） 備考

第一種低層住居専用地域 112.7

第二種低層住居専用地域 1.9

第一種中高層住居専用地域 321.9

第二種中高層住居専用地域 112.1

第一種住居地域 427.4

第二種住居地域 36.6

準住居地域 13.1

近隣商業地域 101.6

商業地域 41.3

準工業地域 295.9

工業地域 101.7

工業専用地域 59.0

合計（用途地域） 1,625.2

30.9 安桜山、梅龍寺山

5.2

137.9

風致地区

防火地域

準防火地域

用
途
地
域
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■用途地域分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 29 年度（2017 年度）都市計画現況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

用途地域

第一種低層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域
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1-5-2.都市計画道路      

本市の都市計画道路は、30路線、85,510mが都市計画決定されています。 

令和2年度(2020年度)時点の整備状況をみると、全体の整備率は68.8％となっています。整備

が完了した路線は、一本木岩下線、山田東田原線、公園線、関金山線、藤谷山王線、東本郷鋳

物師屋線、国道248号線、片倉庄中線、桜本町緑町線、西本郷一ツ山線、関坂祝線、福野一ノ門

線、国道418号西関バイパス線、鋳物師屋稲河線、西本郷尾太線となっています。整備が遅れて

いる路線（概ね30％以下）は、東海環状自動車道、鮎ノ瀬橋線、国道156号線、倉知一ノ門線、

庄中小屋名線、山田線、下有知東山線となっています。 

 

■都市計画道路の整備状況（令和2年度（2020年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

※No は、次頁図中の Noと対応 

資料：都市計画課（令和 2 年度（2020 年度）末時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画 事業中 整備済
1 1・3・1 東海環状自動車道 9,000 0 0 0.0%
2 3・4・1 一本木岩下線 4,000 0 4,000 100.0%
3 3・4・2 関美濃線 2,220 0 1,060 47.7%
4 3・3・3 山田東田原線 9,630 0 9,630 100.0%
5 3・4・4 公園線 700 0 700 100.0%
6 3・6・5 関金山線 3,530 0 3,530 100.0%
7 3・5・6 藤谷山王線 3,800 0 3,800 100.0%
8 3・5・7 山王東山線 4,220 0 4,160 98.6%
9 3・5・8 鮎ノ瀬橋線 440 0 0 0.0%
10 3・4・9 東山西田原線 3,480 700 1,220 35.1%
11 3・5・10 本町西本郷線 800 0 500 62.5%
12 3・5・11 稲河富野線 2,790 0 1,660 59.5%
13 3・5・12 東本郷鋳物師屋線 2,380 0 2,380 100.0%
14 3・6・13 国道248号線 8,180 0 8,180 100.0%
15 3・5・14 末広赤尾線 2,730 0 1,860 68.1%
16 3・5・15 片倉庄中線 1,380 0 1,380 100.0%
17 3・5・16 桜本町緑町線 580 0 580 100.0%
18 3・4・17 西本郷一ツ山線 1,260 0 1,260 100.0%
19 3・6・18 関坂祝線 1,280 0 1,280 100.0%
20 3・5・19 福野一ノ門線 1,470 0 1,470 100.0%
21 3・3・20 国道156号線 3,010 1,140 840 27.9%
22 3・5・21 倉知一ノ門線 1,250 570 0 0.0%
23 3・6・22 庄中小屋名線 2,800 0 0 0.0%
24 3・5・23 国道418号西関バイパス線 6,050 0 6,050 100.0%
25 3・5・24 坂田関線 1,490 0 520 34.9%
26 3・6・25 鋳物師屋稲河線 770 0 770 100.0%
27 3・4・26 境松西本郷線 840 0 620 73.8%
28 3・4・27 西本郷尾太線 1,120 0 1,120 100.0%
29 3・4・28 山田線 170 0 0 0.0%
30 3・4・29 下有知東山線 4,140 0 230 5.6%

85,510 2,410 58,800 68.8%

整備率No

合計：30路線

延長（m）
道路番号 路線名
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都市計画道路の配置をみると、中心部の用途地域に概ね格子状に計画されているほか、都市

計画決定されていない国県道等と一体になって、市街地を環状に取り囲むように計画されてい

ます。 

整備状況をみると、中心部の用途地域内は概ね整備が完了していますが、市街地を環状に取

り囲む路線や市街地と(国)248号（(都)山田東田原線）を結ぶ路線などで、未整備の区間が多く

なっています。 

 

■都市計画道路の整備状況（令和2年度（2020年度）時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画課（令和 2 年度（2020 年度）末時点） 

 

 

 

 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

都市計画道路

改良済

概成済

事業中

未整備
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1-5-3.都市公園 

本市の都市計画公園は43公園、墓園が1箇所、都市計画決定されています。都市計画公園の内

訳は、住区基幹公園では街区公園が37箇所、近隣公園と地区公園が各1箇所、都市基幹公園では

総合公園、運動公園が各1箇所、大規模公園の広域公園が1箇所、その他特殊公園が1箇所となっ

ています。また、都市計画決定されていない公園が47箇所整備されています。 

平成30年度(2018年度)時点の整備状況をみると、街区公園は整備が完了していますが、近隣

公園、総合公園、運動公園、特殊公園では整備が続いており、全体の整備率は82.2％となって

います。また、都市計画公園全体の整備済面積は156.44haとなっており、平成27年度末(2015年

度末)時点の都市計画区域内人口（81,221人）に対する一人当たりの都市公園面積は19.3㎡/人

と、都市公園法施行令に記載されている「都市公園の住民一人当たりの敷地面積の標準は10㎡

以上」を満たしている状況です。 

なお、都市計画決定されている墓園は、整備中となっています。 

 

■都市計画公園の整備状況（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査  

計画 事業中 整備済

街区公園 2・2・1 共栄公園 0.15 0.00 0.15 100.0%

街区公園 2・2・3 観音公園 0.21 0.00 0.21 100.0%

街区公園 2・2・4 春日公園 0.17 0.00 0.17 100.0%

街区公園 2・2・5 安桜公園 0.12 0.00 0.12 100.0%

街区公園 2・2・6 川端公園 0.35 0.00 0.35 100.0%

街区公園 2・2・7 雲雀公園 0.39 0.00 0.39 100.0%

街区公園 2・2・8 弥生公園 0.57 0.00 0.57 100.0%

街区公園 2・2・9 文化公園 0.20 0.00 0.20 100.0%

街区公園 2・2・10 南ヶ丘公園 0.30 0.00 0.30 100.0%

街区公園 2・2・11 緑ヶ丘公園 0.30 0.00 0.30 100.0%

街区公園 2・2・12 円保公園 0.26 0.00 0.26 100.0%

街区公園 2・2・13 福野公園 0.12 0.00 0.12 100.0%

街区公園 2・2・14 泉ヶ丘公園 0.18 0.00 0.18 100.0%

街区公園 2・2・15 一本木公園 0.15 0.00 0.15 100.0%

街区公園 2・2・16 柳町公園 0.08 0.00 0.08 100.0%

街区公園 2・2・17 吉野公園 0.23 0.00 0.23 100.0%

街区公園 2・2・18 十三塚北公園 0.15 0.00 0.15 100.0%

街区公園 2・2・19 西本郷公園 0.83 0.00 0.83 100.0%

街区公園 2・2・20 清水公園 0.10 0.00 0.10 100.0%

街区公園 2・2・21 東本郷公園 0.11 0.00 0.11 100.0%

街区公園 2・2・22 安桜山北公園 0.10 0.00 0.10 100.0%

街区公園 2・2・23 貸上公園 0.09 0.00 0.09 100.0%

街区公園 2・2・24 向山第一公園 0.15 0.00 0.15 100.0%

街区公園 2・2・25 向山第二公園 0.15 0.00 0.15 100.0%

街区公園 2・2・26 向山第三公園 0.11 0.00 0.11 100.0%

街区公園 2・2・27 向山第四公園 0.15 0.00 0.15 100.0%

街区公園 2・2・29 南天神公園 0.31 0.00 0.31 100.0%

街区公園 2・2・30 水ノ輪公園 0.10 0.00 0.10 100.0%

街区公園 2・2・31 川北公園 0.10 0.00 0.10 100.0%

街区公園 2・2・32 北後公園 0.11 0.00 0.11 100.0%

街区公園 2・2・33 東新南公園 0.17 0.00 0.17 100.0%

街区公園 2・2・34 池田公園 0.34 0.00 0.34 100.0%

街区公園 2・2・35 迫間台中央公園 0.38 0.00 0.38 100.0%

街区公園 2・2・36 千疋北公園 0.20 0.00 0.20 100.0%

街区公園 2・2・37 鋳物師屋南公園 0.37 0.00 0.37 100.0%

街区公園 2・2・38 鋳物師屋西公園 0.29 0.00 0.29 100.0%

街区公園 2・2・39 鋳物師屋東公園 0.25 0.00 0.25 100.0%

近隣公園 3・3・1 一ツ山公園 2.30 0.00 0.00 0.0%

地区公園 4・4・1 十六所公園 4.20 0.00 4.20 100.0%

総合公園 5・5・1 安桜山公園 15.00 0.00 7.80 52.0%

運動公園 6・5・1 中池公園 54.60 11.90 36.10 66.1%

特殊公園 8・4・1 弥勒寺史跡公園 5.80 0.00 0.00 0.0%

広域公園 9・6・1 岐阜県百年公園 100.00 0.00 100.00 100.0%

190.24 11.90 156.44 82.2%

1 稲口墓園 5.00 0.00 4.50 90.0%

面積（ha）
整備率公園名

墓園

公園番号種別

合計：43公園

公園
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■都市計画公園の位置（平成30年度（2018年度）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

都市計画公園

街区公園

近隣公園

地区公園

総合公園

運動公園

特殊公園

広域公園

墓園
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1-5-4.下水道等 

本市の汚水処理は、公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水、コミュニティプ

ラントなどで実施されています。そのうち、公共下水道は関地域、武芸川地域、洞戸地域、上

之保地域で事業が実施されています。 

令和元年度(2019年度)時点の計画処理区人口に対する普及率は、全体で99.8％となっていま

す。地域別にみると、関地域が99.8％、武儀地域が100.0％、洞戸地域が97.3％、武芸川地域が

100.0％、上之保地域が100.0％、板取地域が100.0％で、計画処理区のほとんどが整備済みとな

っています。一方、水洗化率は、全体で97.5％と計画処理区人口に対する普及率に比べてやや

低くなっています。地域別にみると、関地域が98.8％、武儀地域が95.6％、洞戸地域が82.5％、

武芸川地域が88.8％、上之保地域が92.1％、板取地域が87.0％となっており、関地域と武儀地

域以外の地域はやや低い状況にあります。 

都市計画区域内の処理区のうち、関地域、武芸川地域が公共下水道となっています。（次頁参

照） 

 

■下水道、農業集落排水事業等の整備状況（令和元年度（2019年度）） 

地 域 事業区分 
行政、地域 

人口                                                                          
（人） 

計画 
処理区人口                                                                              

（人） 

整備済 
処理区人口                                                                                

（人） 

水洗化人口 
（人） 

普及率 水洗化率 

関 公共下水道   55,998  55,848  55,385  99.7% 99.2% 
 特定環境保全公共下水道   12,950  12,950  12,659  100.0% 97.8% 
 農業集落排水   4,130  4,130  4,058  100.0% 98.3% 
 コミュニティープラント   1,270  1,270  1,231  100.0% 96.9% 
 関地域小計 74,348  74,348  74,198  73,333  99.8% 98.8% 
武儀 農業集落排水   3,070  3,070  2,936  100.0% 95.6% 
 武儀地域小計 3,070  3,070  3,070  2,936  100.0% 95.6% 
洞戸 特定環境保全公共下水道   1,325  1,283  1,116  96.8% 87.0% 
 農業集落排水   259  259  156  100.0% 60.2% 
 洞戸地域小計 1,857  1,584  1,542  1,272  97.3% 82.5% 
武芸川 特定環境保全公共下水道   5,626  5,626  4,996  100.0% 88.8% 
 武芸川地域小計 5,814  5,626  5,626  4,996  100.0% 88.8% 
上之保 特定環境保全公共下水道   1,079  1,079  992  100.0% 91.9% 
 農業集落排水   394  394  365  100.0% 92.6% 
 上之保地域小計 1,528  1,473  1,473  1,357  100.0% 92.1% 
板取 農業集落排水   997  997  867  100.0% 87.0% 
 板取地域小計 1,074  997  997  867  100.0% 87.0% 
 合      計 87,691  87,098  86,906  84,761  99.8% 97.5% 

資料：下水道課 
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■下水道の処理区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

下水道

関処理区

武芸川処理区

小金田処理区

広見・池尻処理区

田原処理区
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1-5-5.河川 

本市には、南部の長良川、西部の板取川・武儀川、東部の津保川をはじめ、数多くの河川が

流れています。板取川・武儀川・津保川はいずれも南流しており、長良川に合流しています。 

 

■河川の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 

  

板取川 

津保川 

武儀川 

㉑ 
⑳ 

⑲ 

㉒ 

⑮ 

⑭ 

⑫ 

⑬ 

⑱ 
⑰ 

⑯ 

⑪ 

⑩ 
③ 

⑨ 

② 

① 

④ 
⑤ 

長良川 ⑦ 

⑧ 

⑥ 

 

 都市計画区域内  都市計画区域外 

① 長良川 ⑫ 板取川 

② 津保川 ⑬ 川浦谷川 

③ 武儀川 ⑭ 西ヶ洞谷川 

④ 関川 ⑮ 柿野川 

⑤ 吉田川 ⑯ 轡野川 

⑥ 迫間川 ⑰ 中之保川 

⑦ 詰田川 ⑱ 祖父川川 

⑧ 蜂屋川 ⑲ 水成川 

⑨ 志津野川 ⑳ 武儀倉川 

⑩ 小野川 ㉑ 小那比川 

⑪ エゴ川 ㉒ 少合川 

河川調書（令和 2 年(2020 年)8 月 5 日）／岐阜県   
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1-6.公共公益施設等 

1-6-1.行政施設（1-63）      

各地域に支所や市民活動センター、基幹集落センターが立地しています。その他の主要な行

政施設は、市街地中心部に立地しています。 

 

1-6-2.教育施設（1-64）      

本市には、小学校が19校、中学校が9校、高校が3校、専門学校・大学が4校、特別支援学校が

2校立地しています。 

小学校は各地域に立地していますが、中学校は板取地域と上之保地域には立地しておらず、

高校、専門学校・大学、特別支援学校は関地域にのみ立地しています。 

 

1-6-3.文化施設（1-65）      

文化芸術施設は関地域と武芸川地域に多く立地しています。図書館、生涯学習センター、ふ

れあいセンターは各地域に立地しています。 

 

1-6-4.社会体育施設（1-66）      

総合スポーツ施設は関地域に2箇所立地し、その他の施設は、各地域に立地しています。 

 

1-6-5.福祉施設（1-67）     

高齢者用施設は各地域に立地していますが、そのほかの地域包括支援センター、児童福祉施

設、障害者福祉施設、社会福祉施設は、その他多くが関地域や武芸川地域に集中しています。 

 

1-6-6.医療施設（1-68）      

主な病院は関地域に2箇所立地しています。診療所等、保健センターは各地域に立地していま

す。 

 

1-6-7.その他の施設（1-69）      

関地域に立地が集中しています。 
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■行政施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：行政機関（関市 WEB サイト）、関市公共施設白書 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

行政施設

市役所・支所

その他

 
No 種別 名称 

1 市役所・支所 関市役所 

2 市役所・支所 西部支所 

3 市役所・支所 市民活動センター 

4 市役所・支所 洞戸事務所 

5 市役所・支所 板取事務所 

6 市役所・支所 武芸川事務所 

7 市役所・支所 武儀事務所 

8 市役所・支所 武儀基幹集落センター 

9 市役所・支所 上之保事務所 

10 その他 ハローワーク関 

11 その他 関労働基準監督署 

12 その他 中濃運転者講習センター 

13 その他 関税務署 
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■教育施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市内学校一覧（関市 WEB サイト）、関市公共施設白書 

  

No 種別 名称 No 種別 名称
1 小学校 安桜小学校 20 中学校 緑ヶ丘中学校
2 小学校 旭ヶ丘小学校 21 中学校 旭ヶ丘中学校
3 小学校 桜ヶ丘小学校 22 中学校 桜ヶ丘中学校
4 小学校 瀬尻小学校 23 中学校 下有知中学校
5 小学校 倉知小学校 24 中学校 富野中学校
6 小学校 南ヶ丘小学校 25 中学校 小金田中学校
7 小学校 富岡小学校 26 中学校 板取川中学校
8 小学校 田原小学校 27 中学校 武芸川中学校
9 小学校 下有知小学校 28 中学校 津保川中学校
10 小学校 富野小学校 29 高校 市立関商工高等学校
11 小学校 金竜小学校 30 高校 県立関有知高等学校
12 小学校 洞戸小学校 31 高校 県立関高等学校
13 小学校 板取小学校 32 専門学校・大学 中日本航空専門学校
14 小学校 博愛小学校 33 専門学校・大学 中部学院大学
15 小学校 武芸小学校 34 専門学校・大学 中部学院大学短期大学部
16 小学校 寺尾小学校 35 専門学校・大学 岐阜医療科学大学
17 小学校 武儀東小学校 36 特別支援学校 県立関特別支援学校
18 小学校 武儀西小学校 37 特別支援学校 県立中濃特別支援学校
19 小学校 上之保小学校

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

教育施設

小学校

中学校

高校

専門学校・大学

特別支援学校
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■文化施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市内図書館一覧、ふれあいセンター一覧（関市 WEBサイト）、関市公共施設白書 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

文化施設

文化芸術施設

図書館

ふれあいセンター

生涯学習センター

No 種別 名称 No 種別 名称
1 文化芸術施設 篠田桃紅美術空間 18 図書館 図書館上之保分室
2 文化芸術施設 わかくさ・プラザ 19 ふれあいセンター 安桜ふれあいセンター
3 文化芸術施設 惟然記念館 20 ふれあいセンター 旭ケ丘ふれあいセンター
4 文化芸術施設 関市文化会館 21 ふれあいセンター 桜ケ丘ふれあいセンター
5 文化芸術施設 アピセ・関 22 ふれあいセンター 鮎之瀬ふれあいセンター
6 文化芸術施設 関市勤労会館 23 ふれあいセンター 倉知ふれあいセンター
7 文化芸術施設 関市円空館 24 ふれあいセンター 富岡ふれあいセンター
8 文化芸術施設 塚原遺跡公園 25 ふれあいセンター 田原ふれあいセンター
9 文化芸術施設 洞戸円空記念館 26 ふれあいセンター 下有知ふれあいセンター
10 文化芸術施設 武芸川ふるさと館 27 ふれあいセンター 富野ふれあいセンター
11 文化芸術施設 武芸川民俗資料館 28 ふれあいセンター 西部ふれあいセンター
12 文化芸術施設 尚古館民俗資料館 29 ふれあいセンター 西部ふれあいセンター別館（旧千疋ふれあいセンター）
13 図書館 図書館 30 ふれあいセンター 洞戸ふれあいセンター
14 図書館 図書館洞戸分室 31 生涯学習センター 板取生涯学習センター
15 図書館 図書館板取分室 32 生涯学習センター 武芸川生涯学習センター
16 図書館 図書館武芸川分館 33 生涯学習センター 武儀生涯学習センター
17 図書館 図書館武儀分館 34 生涯学習センター 上之保生涯学習センター
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■社会体育施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：スポーツ施設一覧（関市 WEB サイト）、関市公共施設白書 

 

  

No 種別 名称 No 種別 名称 No 種別 名称
1 総合スポーツ施設 中池スポーツ施設  20 グラウンド 松原グラウンド 39 運動公園・広場 武芸川スポーツ公園
2 総合スポーツ施設 わかくさ・プラザ 21 グラウンド 十六所グラウンド 40 運動公園・広場 上之保鳥屋市山村広場
3 地区体育館 千疋体育館 22 グラウンド 片倉グラウンド 41 運動公園・広場 上之保明ケ島運動公園
4 地区体育館 洞戸体育館 23 グラウンド 鮎の瀬グラウンド 42 運動公園・広場 上之保船山山村広場
5 地区体育館 板取島口体育館 24 グラウンド 池尻グラウンド 43 運動公園・広場 上之保ふるさと広場
6 地区体育館 板取保木口体育館 25 グラウンド 小屋名グラウンド 44 テニスコート 洞戸テニスコート
7 地区体育館 板取体育館 26 グラウンド 広見グラウンド 45 テニスコート 板取テニスコート
8 地区体育館 板取門出体育館 27 グラウンド 保戸島グラウンド 46 テニスコート 武芸川テニスコート
9 地区体育館 板取白谷体育館 28 グラウンド 千疋グラウンド 47 テニスコート 中之保テニスコート
10 地区体育館 武芸川体育館 29 グラウンド 白金グラウンド 48 その他 市民弓道場
11 地区体育館 上之保東体育館 30 グラウンド 植野グラウンド 49 その他 武道場
12 地区体育館 上之保体育館 31 グラウンド 武芸川西グラウンド 50 その他 国際射撃場
13 グラウンド 関市農村広場（富野グラウンド） 32 グラウンド 武芸川南ふれあいの広場 51 その他 武芸川健康プール
14 グラウンド 肥田瀬グラウンド 33 グラウンド 富之保グラウンド 52 その他 中之保児童プール
15 グラウンド 田原グラウンド 34 グラウンド 中之保グラウンド 53 野外活動施設 関市立中池自然の家
16 グラウンド 肥田瀬第2グラウンド 35 グラウンド 下之保グラウンド 54 野外活動施設 トリム広場
17 グラウンド 本郷グラウンド 36 グラウンド 上之保川合グラウンド 55 野外活動施設 武芸川西ふれあいの広場
18 グラウンド 稲口グラウンド 37 運動公園・広場 洞戸運動公園 56 野外活動施設 ネイチャーランドかみのほ
19 グラウンド 下有知グラウンド 38 運動公園・広場 板取運動公園

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

社会体育施設

総合スポーツ施設

地区体育館

グラウンド

運動公園・広場

テニスコート

その他

野外活動施設
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■福祉施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市地域包括支援センター（関市 WEB サイト）、関市公共施設白書 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

福祉施設

社会福祉施設

地域包括支援センター

高齢者用施設

児童福祉施設

障害者福祉施設

No 種別 名称 No 種別 名称
1 社会福祉施設 わかくさ・プラザ（総合福祉会館） 18 高齢者用施設 武儀介護予防支援センター
2 地域包括支援センター 関市中央第1地域包括支援センター 19 高齢者用施設 武儀デイサービスセンター
3 地域包括支援センター 関市中央第2地域包括支援センター 20 社会福祉施設 武儀福祉センター
4 地域包括支援センター 関市中央第3地域包括支援センター 21 高齢者用施設 武儀高齢者創作活動作業所
5 地域包括支援センター 関市中央第4地域包括支援センター 22 高齢者用施設 下之保老人憩いの家
6 地域包括支援センター 関市西地域包括支援センター 23 高齢者用施設 上之保老人福祉センター
7 地域包括支援センター 関市東地域包括支援センター 24 高齢者用施設 上之保デイサービスセンター
8 高齢者用施設 介護予防拠点施設いちょうの家 25 高齢者用施設 介護予防拠点施設　上之保つどいの家
9 高齢者用施設 洞戸老人福祉センター 26 児童福祉施設 母子生活支援施設つばき荘
10 高齢者用施設 洞戸デイサービスセンター 27 児童福祉施設 関市中央親子教室
11 高齢者用施設 板取老人福祉センター 28 児童福祉施設 安桜こども館
12 高齢者用施設 板取デイサービスセンター 29 児童福祉施設 家庭児童相談室
13 高齢者用施設 板取林業労働安全推進センター（板取ドーム） 30 児童福祉施設 むげがわ児童館
14 社会福祉施設 武芸川福祉センター 31 児童福祉施設 むげがわ子育て支援センター
15 高齢者用施設 武芸川老人憩いの家 32 児童福祉施設 関市西親子教室
16 高齢者用施設 富之保老人憩いの家 33 児童福祉施設 関市東親子教室
17 高齢者用施設 中之保老人憩いの家 34 障害者福祉施設 県立ひまわりの丘地域生活支援センター
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■医療施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：保健・医療機関（関市 WEB サイト）、関市公共施設白書 

 

  

No 種別 名称
1 病院 関中央病院
2 病院 中濃厚生病院
3 診療所等 リハビリセンター
4 診療所等 国民健康保険洞戸診療所
5 診療所等 国民健康保険板取診療所
6 診療所等 国民健康保険津保川診療所
7 診療所等 国民健康保険上之保出張診療所
8 保健センター 関市保健センター
9 保健センター 洞戸保健センター
10 保健センター 板取保健センター
11 保健センター 武芸川保健センター
12 保健センター 武儀保健センター
13 保健センター 上之保保健センター

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

医療施設

病院

診療所等

保健センター
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■その他の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市公共施設白書、中濃地域広域行政事務組合 WEBサイト 

 

 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

その他の施設

環境衛生施設

斎場等

市場

No. 種別 名称 
1 環境衛生施設 クリーンプラザ中濃 
2 斎場等 関市総合斎苑わかくさ 
3 斎場等 陽光苑 
4 斎場等 上之保火葬場 
5 斎場等 岐北斎苑 
6 市場 中濃公設地方卸売市場 

 



１．関市の現況 

- 1-70 - 

1-7.交通 

1-7-1.道路      

（1）道路網 

本市の道路網（下図及び次頁）をみると、広域的な幹線道路としては、東海環状自動車道（(都)

東海環状自動車道）が東西方向に、東海北陸自動車道が本市の中心部を南北方向に通り、美濃

関JCTで接続されています。 

一般道についてみると、岐阜市と郡上市・白川村方面を結ぶ(国)156号（(都)国道156号線）

が市街地西部を南北方向に通っており、(国)156号（（都)国道156号線）を起点に美濃加茂市・

多治見市方面へ(国)248号（（都)山田東田原線）が通っています。また、岐阜市と郡上市・下呂

市方面を結ぶ(国)256号が本市の北西部を南北方向に、山県市と美濃加茂市等を結ぶ(国)418号

（（都)一本木岩下線、(都)国道418号西関バイパス線）が本市の市街地を東西方向に通っていま

す。そのほか、主要地方道や一般県道が市内各地や周辺地域を結ぶように通っています。 

都市計画道路は、中心部の用途地域に概ね格子状に計画されているほか、都市計画決定され

ていない国県道等と一体になって、市街地を環状に取り囲むように計画されています。 

 

■道路網図（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

都市計画道路
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■道路網図（全域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 30 年度（2018 年度）都市計画基礎調査 
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（2）交通状況 

主要道路の交通量（下表及び1-73～1-74頁）をみると、広域的な幹線道路である東海北陸自

動車道の交通量が多く、24時間交通量が20,000台を超えており、大型車混入率も約20％と高く

なっています。 

一般道では、(主)岐阜美濃線の一部区間で20,000台を超えるほか、(国)156号（（都）国道156

号線）や(主)江南関線（（都）藤谷山王線）、(国)248号（（都）国道248号線）などの交通量が多

くなっています。 

また、主要道路の混雑状況（下表及び1-75～1-76頁）をみると、(国)156号（（都）国道156号

線）の小屋名（No5）、(主)江南関線の関市倉知（No21）などの混雑度が高く、岐阜市や愛知県

へ向かう路線で混雑がみられます。また、混雑度は高くないものの、市街地中心部には主要渋

滞箇所が多くなっています。 

 

■主要道路の24時間交通量、混雑度の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※No は、1-73～1-76 頁の交通量調査地点の No と対応 

資料：平成 27 年(2015 年)道路交通センサス 

  

No
道路
種別

路線
番号

路線名 交通量観測地点地名
平日24時間
交通量（台）

昼夜率
昼間12時間

大型車混入率
混雑度

1 1 1830 東海北陸自動車道 一般国道21号岐阜各務原IC～一般国道248号関IC 25,231 1.27 19.8 0.50

2 1 1830 東海北陸自動車道 一般国道248号関IC～一般国道475号(東海環状自動車道）美濃関JCT 20,197 1.26 18.8 0.39

3 1 1830 東海北陸自動車道 一般国道475号(東海環状自動車道）美濃関JCT～岐阜美濃線美濃IC 19,927 1.29 19.1 0.37

4 3 156 一般国道156号 山田交差点（推定値） 16,155 1.28 9.1 0.96

5 3 156 一般国道156号 小屋名 18,232 1.28 8.2 1.47

6 3 156 一般国道156号 小瀬（推定値） 16,257 1.3 6.6 1.24

7 3 156 一般国道156号 下有知（推定値） 17,330 1.3 10.1 1.10

8 3 248 一般国道248号 関市平和通7 17,358 1.33 4.7 1.05

9 3 248 一般国道248号 関市福野 13,708 1.31 2.7 0.79

10 3 248 一般国道248号 関市東田原 18,643 1.36 10.8 0.56

11 3 248 一般国道248号 関市山田 19,557 1.36 8 0.26～0.58

12 3 256 一般国道256号 関市洞戸市場 3,945 1.26 8 0.56

13 3 256 一般国道256号 関市板取白谷 3,035 1.2 6.8 0.40

14 3 256 一般国道256号 郡上市八幡町那比字場ヶ野 1,750 1.2 6.5 0.24

15 3 418 一般国道418号 関市武芸川町高野 8,314 1.28 9 0.64

16 3 418 一般国道418号 （非観測のため推定値） 8,707 1.28 6.9 0.72

17 3 418 一般国道418号 関市緑ヶ丘 13,945 1.31 5.7 0.89

18 3 418 一般国道418号 関市肥田瀬 10,533 1.3 3.1 1.04

19 3 475 一般国道475号（東海環状自動車道） 関金山線富加関IC～東海北陸自動車道美濃関JCT 9,202 1.24 20.4 0.74

20 3 475 一般国道475号（東海環状自動車道） 東海北陸自動車道美濃関JCT～一般国道418号関広見IC 2,716 1.22 19.2 0.30

21 4 17 江南関線 関市倉知 18,794 1.37 8.8 1.44

22 4 52 白鳥板取線 （非観測のため推定値） 1,498 1.2 8.4 2.21

23 4 58 関金山線 関市市平賀 14,527 1.31 4.7 0.88

24 4 58 関金山線 （非観測のため推定値） 10,457 1.29 12.5 0.97

25 4 58 関金山線 関市下之保（大門） 9,210 1.28 6.1 0.97

26 4 58 関金山線 関市中之保 4,627 1.26 5.1 0.51

27 4 59 北野乙狩線 岐阜市山県北野358 5,415 1.26 15 0.66

28 4 59 北野乙狩線 関市武芸川町谷口 995 1.2 4.6 0.13

29 4 60 美濃関停車場線 関市孫六町 1,036 1.23 2.7 0.13

30 4 63 美濃加茂和良線 （非観測のため推定値） 8,462 1.28 10.2 1.11

31 4 63 美濃加茂和良線 関市上之保 1,900 1.26 7.2 0.22

32 4 63 美濃加茂和良線 （非観測のため推定値） 5,113 1.26 9.6 0.70

33 4 63 美濃加茂和良線 （非観測のため推定値） 5,113 1.26 9.6 0.70

34 4 63 美濃加茂和良線 （非観測のため推定値） 702 1.21 10.6 0.10

35 4 79 関本巣線 関市千疋 11,970 1.29 10.6 1.23

36 4 80 美濃川辺線 美濃市富野 505 1.17 10.9 0.07～0.58

37 4 81 美濃洞戸線 美濃市長瀬 7,565 1.28 8.5 0.67

38 4 85 金山上之保線 （非観測のため推定値） 917 1.2 12.2 0.08

39 4 94 岐阜美濃線 岐阜市雄総柳町4丁目 21,404 1.38 9.3 1.34

40 4 94 岐阜美濃線 岐阜市加野 4,486 1.33 7.4 0.51

41 6 182 美山洞戸線 （非観測のため推定値） 560 1.22 10.3 0.61

42 6 201 溝口下白金線 関市上白金 8,665 1.26 10 0.91

43 6 281 関美濃線 関市下有知 10,253 1.29 4.5 0.81

44 6 285 新関停車場線 （非観測のため推定値） 3,775 1.25 8.1 0.34

45 6 286 神野美濃線 関市神野 3,120 1.2 17.5 0.45

46 6 287 上白金真砂線 関市下白金 10,898 1.28 5 0.83

47 6 290 上野関線 （非観測のため推定値） 3,344 1.25 4.5 0.42

48 6 294 上之保下袋坂線 関市上之保 100 1.14 10.2 0.05

49 6 295 関記念公園線 （非観測のため推定値） 7,799 1.28 5.8 0.55

50 6 325 大原富之保線 （非観測のため推定値） 880 1.2 7 3.90

51 6 343 富加美濃線 関市志津野 3,761 1.23 12.4 0.46

52 6 345 坂祝関線 （非観測のため推定値） 4,703 1.35 24.2 0.64

53 6 367 勝山山田線 関市倉知 5,329 1.27 13 0.77
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■24時間交通量（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)道路交通センサス 
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■24時間交通量（全域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)道路交通センサス 
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■混雑度（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)道路交通センサス 
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■混雑度（全域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27 年(2015 年)道路交通センサス 
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1-7-2.公共交通      

（1）公共交通網 

本市の鉄道は、美濃加茂市と郡上市を結ぶ長良川鉄道が市街地を南北方向に通っており、起

点となる美濃加茂市の美濃太田駅ではJR高山本線やJR太多線に接続しています。市内には、関

下有知駅、関市役所前駅、関駅、刃物会館前駅、関口駅、関富岡駅を配置しており、運行頻度

は、上り24便、下り26便となっています。 

バスは岐阜バス、関市自主運行バス、関シティバス、関市地域内バスなど複数の路線により

市内をカバーしています。運行頻度は、岐阜バスの中でも最も本数の多い岐阜関線が上り53便、

下り51便、関シティバスの中でも最も本数の多い関上之保線が上り11便、下り10便となってい

ます。 

平成26年(2014年)4月1日に長良川鉄道関駅西口に関駅西口駅前広場が完成し、パークアンド

ライド用の駐車場も整備され、鉄道とバス、自家用車の乗継拠点、並びに本市と名古屋市・名

古屋駅を結ぶ高速バス（岐阜バス高速名古屋関美濃線）の中継点となっています。 

 

■公共交通一覧（平成28年(2016年)4月1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市地域公共交通網形成計画（平成 29 年(2017 年)3月） 

 

 

  

系統 運行頻度（便/日）

長良川鉄道 （平）上24、下26

高速名古屋線 （平）上16、下16

岐阜関線 （平）上53、下51

倉知線 （平）上4、下5

岐阜美濃線 （平）上9、下10

高美線 （平）上10、下9

牧谷線 （平）上4、下5

岐阜板取線 （平）上10、下7

関板取線 （平）上7、下7

関上之保線 （平）上11、下10

買い物循環線 （平）東回り8、西回り7

市街地病院循環線 （平）東回り6、西回り6

わかくさ・小金田線 （平）片循環4

わかくさ・千疋線 （平）片循環5

わかくさ・富野線 （平：最大）上4、下4

わかくさ・迫間線 （平：最大）上4、下4

わかくさ・田原線 （平：最大）片循環4

わかくさ・向山線 （平：最大）片循環5

関市デマンド乗合タクシー （平：最大）上10、下10

武芸川地域バス （月～金）東回り4、西回り6

洞戸地域バス 予約に応じて運行

板取地域バス （平）上13、下15

武儀地域バス （月・水）6（水・木）6（水・金）6

上之保地域バス （平）上4、下2　（平）上7、下8

地域内バス

関市

運行主体

長良川鉄道株式会社

岐阜バス

自主運行

関シティバス
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（2）利用状況 

長良川鉄道の乗客数の推移をみると、平成25年(2013年)から平成26年(2014年)にかけて増加

したものの、長期的には減少傾向にあり、平成20年(2008年)以降は100万人を割った状態が続い

ています。また、定期率も減少傾向にあり、定期的に利用する乗客が減少している状況にあり

ます。 

 

■長良川鉄道の乗客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市地域公共交通網形成計画（平成 29 年(2017 年)3月） 
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平成27年(2015年)時点のバスの利用者数（下図及び次頁）をみると、岐阜バスの利用者数が

多くなっています。特に、岐阜関線の利用者数が突出しており、高速名古屋線や高美線の利用

者数も10万人を超えています。その他のバス路線についてみると、関市自主運行バスの岐阜板

取線が約6万人、関シティバス（定時定路線型）の関板取線が約5万人前後、関シティバス（デ

マンド型）は1万人以下、地域内バスの板取地域バスが約3万人となっています。 

バス利用者数の推移をみると、路線による差はあるものの、岐阜バスは概ね横ばい、関市自

主運行バスは減少傾向となっています。関シティバス（定時定路線型）は横ばいの路線が多い

なか、買い物循環線は増加傾向にあります。関シティバス（デマンド型）は平成24年(2012年)

以降減少傾向の路線が多くなっています。地域内バスについては、利用者数の多い板取地域は

減少傾向にありますが、その他の地域では増加傾向にあります。 

 

■岐阜バス乗降客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■関市自主運行バス乗降客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市地域公共交通網形成計画（平成 29 年(2017 年)3月） 
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■関シティバス（定時定路線型）乗降客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■関シティバス（デマンド型）乗降客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域内バス乗降客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市地域公共交通網形成計画（平成 29 年(2017 年)3月） 
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（3）公共交通空白地 

都市計画区域の公共交通空白地の状況をみると、中心部の用途地域内は概ね公共交通の誘致

圏内となっていますが、西部には空白地もみられます。また、郊外部の用途地域内は、空白地

となっている地区がみられるものの、中心部にアクセスできるバスが運行されています。 

 

■公共交通空白地（都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 29 年度（2017 年度）都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

バスルート

バス停留所

バス停留所300m圏

鉄道駅800m圏
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1-7-3.移動手段      

本市の交通手段分担率をみると、市内の移動では、自動車が67.4％を占めて最も多く、次い

で徒歩（13.6％）、二輪車（13.2％）の順となっています。 

市外への移動も、自動車が約7割を占め、鉄道やバスといった公共交通を利用している割合は

低い状況となっています。 

市町村間の移動状況をみると、市内での移動が約7割を占めています。市外への移動は、本市

発・着のいずれも岐阜市が最も多くなっています。 

 

■交通手段分担率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市町村間の移動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

資料：第 5 回（平成 23 年度（2011 年度））中京圏パーソントリップ調査 

 

 

 

  

1.1%

1.2%

0.3%

0.6%

0.6%

67.4%

73.8%

73.2%

13.2%

10.2%

10.1%

13.6%

9.8%

9.9%

5.6%

4.5%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内々

内外（関発）

内外（関着）

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩 不明

トリップ数 構成比 トリップ数 構成比
関市内 150,254 70.9% 150,254 70.9%
岐阜市 17,272 8.2% 16,684 7.9%
山県市 3,517 1.7% 3,734 1.8%
美濃市 10,266 4.8% 10,270 4.8%
各務原市 7,213 3.4% 7,186 3.4%
美濃加茂市 4,670 2.2% 4,847 2.3%
坂祝町 946 0.4% 1,101 0.5%
富加町 1,749 0.8% 2,580 1.2%
可児市 2,414 1.1% 1,978 0.9%
郡上市・白川村 984 0.5% 983 0.5%
その他の岐阜県 5,215 2.5% 5,082 2.4%
愛知県 6,107 2.9% 6,471 3.1%
三重県 540 0.3% 482 0.2%
その他 678 0.3% 130 0.1%
合計 211,825 100.0% 211,782 100.0%

関市発 関市着
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1-8.法規制 

農業振興地域、農用地区域の分布をみると、関地域の用途地域外や各地域の河川沿いに広く

指定されています。 

森林地域（1-84頁）についてみると、板取地域に国有林があります。また、用途地域外の大

部分が地域森林計画対象民有林となっており、保安林に指定されている地域もあります。 

自然公園等（1-85頁）についてみると、長良川沿いや武芸川地域の北部、洞戸地域、武儀地

域に奥長良川県立自然公園があり、一部は特別地域に指定されています。そのほか、関地域と

武儀地域の境にある白山神社周辺には自然保全地域、関地域の南部や武芸川地域には鳥獣保護

区の指定があります。 

 

■農業振興地域、農用地区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関市データ  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

農業振興地域

農用地区域
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■国有林、地域森林計画対象民有林、保安林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

国有林

地域森林計画対象民有林

保安林
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■その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

自然公園地域

自然公園地域（特別地域）

自然保全地域

鳥獣保護区
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1-9.災害 

1-9-1.災害履歴 

本市の災害履歴をみると、明治以降は風水害が多く発生しています。平成以降の大規模な被

害としては、平成16年(2004年)の台風23号による風水害や平成30年7月豪雨による水害が発生

しています。 

 

■大規模災害発生状況（明治以降） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

資料：危機管理課（関市統計書）、平成 30 年(2018 年)7 月豪雨災害検証報告書（案） 

 

 

 

  

災害年月日 災害の種類
主な被害

地域
被害状況・その他

明治3年（1870年）9月18日 風水害 市内一円 美濃地方全壊家屋1,700戸

明治24年（1891年）10月28日
（濃尾大震災）

震災
〃

旧関町2昼夜にわたる火災、圧死97名、焼死15名、傷者274名
全壊家屋1,273戸、半壊家屋2,478戸、全焼743戸、半焼142戸

明治26年（1893年）8月22日 水害 〃 堤防決壊　千疋3、戸田16、池尻3、白金6ヵ所

明治29年（1896年）8月30日 風水害 〃
堤防決壊　側島2、戸田2、白金5、稲口1、西田原1、植野1ヵ所
各地に全半壊家屋あり

明治30年（1897年）9月30日 水害 〃 旧倉知床上浸水49、床下121戸、堤防決壊　西田原3ヵ所

大正1年（1912年）9月26日 風水害 〃 被害不明

大正10年（1921年）9月26日 風水害 〃 被害不明

昭和5年（1930年）7月19日 水害 〃 関川、吉田川氾らん、市街地浸水家屋床上567戸、床下723戸

昭和9年（1934年）9月21日
（室戸台風）

風水害
〃 岐阜県内死傷者107名、家屋全半壊2,680戸

昭和29年（1954年）9月1日 風水害 〃
津保川大洪水橋梁8基流出、富野地内浸水家屋
床上6戸、床下40戸

昭和32年（1957年）4月13日
（小瀬大火）

火災
小瀬 延焼11戸（全焼7戸）

昭和34年（1959年）9月26日
（伊勢湾台風）

風水害
市内一円

最大風速43m、保戸島、池尻、東志摩地区浸水死者10名
傷者24名、全壊家屋185戸、半壊271戸、浸水家屋床上132戸
床下126戸、非住家全半壊977戸、橋梁流出25基
道路決壊14カ所、田畑冠水1,244ha

昭和35年（1960年）8月12日
（12号台風）

風水害
〃

流失家屋1戸、半壊家屋20戸、浸水家屋床上220戸、床下93戸
堤防決壊5ヵ所、道路決壊8ヵ所、田畑冠水520ha

昭和36年（1961年）6月24日 水害 〃 浸水家屋床上58戸、床下357戸、田畑冠水1,519ha

昭和36年（1961年）9月16日
（第2室戸台風）

風水害
〃

傷者6名、全壊家屋19戸、半壊68戸、浸水家屋床上7戸
床下155戸

昭和43年（1968年）8月17日
（集中豪雨）

水害
〃

死者1名、半壊家屋3戸、浸水家屋床上139戸、床下704戸
堤防決壊2ヵ所、道路決壊13ヵ所、橋梁流出8基、田畑冠水
335ha

平成16年（2004年）10月21日
平成16年（2004年）10月22日

（23号台風）
風水害

〃
死者1名、浸水家屋床上73戸、床下44戸、堤防決壊6ヵ所
道路決壊5ヵ所、田畑冠水9.83ha

平成30年（2018年）6月28日～
平成30年（2018年）7月8日

（平成30年7月豪雨）
水害

〃
死者1名、傷者1名、全壊家屋25戸、半壊家屋263戸、
浸水家屋床上139戸、浸水家屋床下746戸
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1-9-2.被害想定 

（1）水害 

本市を流れる長良川や武儀川、津保川などの一級河川については、これらが氾濫した場合、

河川沿いの地域が浸水すると予想されています。特に、長良川と武儀川、津保川が合流する関

地域の西部では、広い範囲が浸水すると予想されています。また、市街地を流れるその他の中

小河川や農業用排水においても、浸水及び市街地での内水氾濫が予想されています。 

 

■洪水浸水想定区域及び水害危険情報図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：洪水浸水想定区域・水害危険情報データ（計画規模、最大規模）  

洪水浸水想定区域図は、水防法に基づき、岐阜県が管

理する洪水により相当な損害を生ずるおそれのある洪

水予報河川や水位周知河川等において、河川が氾濫した

場合に浸水が想定される区域などを表示した図です。 

岐阜県独自にすべての一級河川を対象に策定してい

る水害危険情報図は、洪水浸水想定区域図の作成手法を

基本としつつ、簡略化した方法で作成し、浸水が想定さ

れる区域などを表示した図です。 
※計画規模（L1）：河川整備において基本となる降雨 

最大規模（L2）：想定し得る最大規模の降雨 
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（2）地震 

本市は、南海トラフ地震や内陸直下地震により被害を受ける危険性があります。 

南海トラフ地震が発生した場合、最大震度6弱を観測し、建物の全壊棟数が1,502棟、死者が

最大で20人にのぼると想定されています。また、内陸直下地震のうち、本市への影響が最も大

きい揖斐川-武儀川（濃尾）断層帯による地震が発生した場合、最大震度7を観測し、建物の全

壊棟数が11,790棟、死者が最大で648人にのぼると想定されています。 

また、地震が発生した場合には、市南部の河川沿いを中心に、液状化が発生する危険性が高

いと想定されています。（次頁参照） 

 

■地震被害想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：平成 23～24 年度（2011～2012 年度）岐阜県南海トラフの巨大地震等被害想定調査 

内陸直下地震に係る震度分布解析・被害想定調査結果（平成 31 年（2019 年）2 月公表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

午前5時 午後12時 午後6時 午前5時 午後12時 午後6時

揺れ

液状化 1,169

急傾斜地 0

合計 1,502

揺れ 2,838

液状化

合計 4,612

1 1 3 15 18 43

0 0 2 14 17 42

0 0 9 73 85 210

20 8 12 648 252 384

623 368 382 4,093 3,710 3,177

36 33 29 1,147 781 755

61 32 41 1,945 948 1,254

1,651

26,682

-

11,159

1,087

38

11,790

12,809

南海トラフ地震
項目

揖斐川-武儀川（濃尾）断層帯

10,665

要救出者数

避難者数（建物被害及び焼失）（人）

帰宅困難者数（人）

5,643

567

人的被害
（人）

334

1,775

火災
（件・棟）

建物被害
（棟）

全壊

半壊

炎上出荷件数

残火災件数

焼失棟数

死者数

負傷者数

重症者数
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■南海トラフ地震の震度分布図        ■南海トラフ地震の液状化危険度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 23～24 年度（2011～2012 年度）岐阜県南海トラフの巨大地震等被害想定調査 

 

■内陸直下地震の震度分布図           ■内陸直下地震の液状化危険度 

（揖斐川-武儀川（濃尾）断層帯）        （揖斐川-武儀川（濃尾）断層帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：内陸直下地震に係る震度分布解析・被害想定調査結果（平成 31 年（2019 年）2 月公表） 

 

 

 

  

関市 関市 

関市 

関市 
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（3）土砂災害 

本市は、丘陵地や山間部が多いため、土砂災害の危険性が高い地域です。 

土砂災害警戒区域・特別警戒区域は市内各地に指定されており、人口が集積する中心部の用

途地域内にも数多く指定されています。 

 

■土砂災害警戒・特別警戒区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域
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1-9-3.防災施設 

防災施設の整備状況をみると、緊急輸送道路が高速道路や国道の多くに指定されており、そ

のうち、東海環状自動車道（（都）東海環状自動車道）や(国)156号（（都）国道156号線）、(国)248

号（（都）山田東田原線）などは第1次緊急輸送道路に指定されています。 

また、避難場所・避難所は市内各地に設置されていますが、一部の避難所は、緊急輸送道路

から離れた位置にあります。 

 

■緊急輸送道路、避難所等の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：指定緊急避難場所一覧（関市 WEB サイト）、岐阜県緊急輸送道路ネットワーク整備計画 

 

  

凡例

行政界

都市計画区域

用途地域指定区域

鉄道

高速道路

主な道路

主な河川

緊急輸送道路

第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

第３次緊急輸送道路

避難所等

指定緊急避難場所

指定避難所

福祉避難所
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1-10.関市の現況特性 

これまでの内容を整理した「関市の現況特性」は、次のとおりです。 

 

項目 現況と動向 

自然的条件 ■岐阜県のほぼ中央に位置しています。 
■市域はＶ字型で、北部から中部にかけては山地、南部は長良川沿いに
低地が広がっています。 

■気候は、南部から東部にかけては温和な気候です。北西部は降水量が
多く、豪雪地帯にも指定されています。 

歴史的条件 ■古くから地方の中心地で、数多くの遺跡や古墳が残っています。 
■鎌倉時代以降、刃物産業が発達し、地場産業である刃物生産につなが
っています。 

人口・ 
世帯 

人口 ■岐阜県全体や周辺地域より緩やかではあるものの、人口は平成17年
(2005年)をピークに減少傾向にあります。 

■年少人口・生産年齢人口が減少する一方で、老年人口が増加しており、
少子高齢化が進んでいます。 

■関地域に、市全体の84.3％の人口が集積しています。 
■多くの小学校区で人口は減少傾向ですが、関地域の一部の小学校区で
は増加しています。 

世帯数 ■世帯数は増加しており、岐阜県全体や周辺地域よりも増加率が高い状
況です。 

■世帯人員は減少が続いています。 

人口動態 ■自然減の状態が続いており、減少人数も増加傾向にあります。 
■転入・転出者数ともに増加傾向で推移し、長期的に社会減の状態が続
いています。 

■周辺地域や愛知県との間での転入・転出が多くなっています。年齢別
では20～34歳までが転出超過で、人口移動も多い状況です。転入・転
出の理由では「職業上」や「生活環境の利便性」が増加傾向にありま
す。 

■通勤・通学については、周辺地域間での移動が多くなっていますが、
流出については、名古屋市をはじめとする愛知県への流出も多い状況
です。 

■平成27年(2015年)の昼夜間人口比率は101.5で流入超過の自治体です
が、自市内就業率は66.5％となっています。岐阜県内の市町村と比較
すると、昼夜間人口比率・自市内就業率ともに高い水準となっており、
周辺地域における就業の場と居住の場、双方の機能を有しています。 

人口分布 ■用途地域内に人口が集積しており、なかでも市街地中心部の人口密度
が高い状況です。一方、用途地域内でも外縁部や西部は人口密度が低
く、低密度な市街地が広がっています。 

■令和17年(2035年)には、市全体の人口が減少することが見込まれてい
ます。とりわけ市街地中心部における人口減少が顕著です。ただし、
用途地域を指定している市街地の外縁部や市街地外の地区（市街地整
備実施箇所など）では現状より人口の増加が想定されます。これによ
り、市街地の低密度化・郊外化がより一層進行すると見込まれていま
す。 

■市街地中心部の高齢化率が高い状況ですが、令和17年(2035年)には市
全域で高齢化が進行すると見込まれています。 
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項目 現況と動向 

産業 就業人口 ■常住地就業人口・従業地就業人口ともに減少傾向にあります。 
■第1次産業の就業人口は、減少傾向にあります。第2次産業の就業人口
は、平成27年(2015年)時点で4割を超えていますが、減少傾向にあり
ます。第3次産業の就業人口は、平成27年(2015年)時点で5割以上を占
めており、増加傾向にあります。 

事業所数、 
従業者数 

■事業所数・従業者数ともに製造業と卸売業・小売業が全体の約半数を
占めていますが、従業者数では製造業が突出しており、本市の基幹産
業となっています。 

工業 ■事業所数は減少傾向にありますが、従業者数と製造品出荷額等は増加
傾向にあります。 

■製造品出荷額等は周辺地域のなかでは規模が大きく、増加率も高くな
っています。 

■事業所あたりの従業者数と製造品出荷額等が増加傾向にあり、小規模
な事業所が減少する一方で、事業所の大型化や業務拡大が進んでいる
ものと推測されます。 

商業 ■商店数は平成26年(2014年)までは減少していましたが、平成28年
(2016年)にかけては増加しています。従業者数と商品販売額は、平成
23年(2011年)に減少していますが、以降は増加しています。また、商
品販売額は、岐阜県全体や周辺地域と同様に回復基調にあります。 

■卸売・小売を比較すると、商店数・従業者数は小売の方が多いものの、
商品販売額は同程度で、商店あたりの商品販売額は卸売が小売の約4
倍となっています。それぞれの推移は、商業全体とほぼ同様の傾向に
あります。 

■小売の売場面積、商店あたりの売場面積ともに平成23年(2011年)をピ
ークに減少しています。 

農業 ■農家数、経営耕地面積ともに減少傾向にあります。一方、耕作放棄地
は、販売農家では減少していますが、自給的農家では増加しています。 

観光 ■市内各地に様々な観光施設が立地しています。 
■観光入込客数は、岐阜県百年公園やふどうの森、関善光寺、関鍛冶伝
承館、道の駅（ラステンほらど、むげ川）などで増加傾向にあります。 
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項目 現況と動向 

土地利用 土地利用 ■用途地域と実際の土地利用に大きな乖離は見られないものの、準工業
地域を中心に住・商・工の混在がみられるほか、住宅団地以外の住居
系地域や商業地域では、用途地域に沿った土地利用が進んでいない状
況にあります。用途地域全体でも、自然的土地利用が26.0％を占める
など、低密度な土地利用となっています。 

■土地利用の分布をみると、中心部の用途地域に住宅用地が広く分布し
ていますが、小規模な商業用地や工業用地が点在するなど住・商・工
の混在がみられるほか、東西の外縁部を中心に自然的土地利用も多
く、低密度な市街地が広がっている状況です。 

■商業用地は、中心部の用途地域の南部に大規模な集積がみられます。
また、(国)156号（(都)国道156号線）や(国)418号（(都)一本木岩下
線、(都)国道418号西関バイパス線）の沿道にはロードサイド型の商
業用地が立地しています。 

■工業用地は、郊外部の用途地域で工業団地が形成されているほか、用
途地域外にも比較的規模の大きい工業用地が点在しています。 

■用途地域外は、山林が多く、河川沿いを中心にまとまった農地が分布
しています。また、集落地が点在していますが、関市役所前駅の北側
では用途地域内から連続した住宅用地もみられます。 

■土地利用の変化をみると、用途地域外の外縁部や郊外で宅地化が進行
しています。 

■用途地域内の低未利用地は、中心部の用途地域に大小様々な低未利用
地が分布しており、とりわけ用途地域外縁部で多くなっています。郊
外部の用途地域では、小規模な低未利用地が点在している程度です
が、関IC周辺では、規模が大きい山林やその他の空地が多い状況です。 

建物状態 ■全体的に木造の建物棟数が多く、老朽木造建物（昭和56年(1981年)以
前）は市街地中心部周辺に多くなっています。 

■空き家数は増加が続いており、市街地中心部で多くなっています。空
き家が多い地区では、今後人口も大きく減少すると見込まれており、
空き家の増加が続くことで、空洞化や都市のスポンジ化がより一層進
行すると推測されます。 

市街化動向 ■DIDは少しずつ拡大していますが、DID人口は減少傾向にあり、市街地
の低密度化が進行しています。 

■開発許可は件数・規模ともに用途地域内の方が多い状況となっていま
すが、用途地域内の開発許可件数は平成25年(2013年)以降大きく減少
しています。一方、用途地域外では増減を繰り返しています。 

■土地区画整理事業が9箇所で計画され、7箇所で事業が完了しています
が、用途地域の西部では面的整備事業がほとんど実施されていない状
況にあります。 

■着工建築物は概ね横ばいで推移しており、建物用途は住宅系が最も多
くなっています。 

■農地転用件数は増加傾向にあり、転用用途は住宅用地が最も多くなっ
ています。転用面積も増加傾向にあり、転用用途はその他の業務用地
が最も多くなっています。 

■地価の推移をみると、住宅地は下落が続いています。商業地は平成27
年(2015年)までは下落が続いていましたが、以降は上昇傾向にありま
す。地点別の地価状況をみると、市街地中心部の長良川鉄道沿線の地
価が高く、外側に向かって低くなっており、関地域とその他地域の差
が大きくなっています。 
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項目 現況と動向 

都市計画 
 

■本市の用途地域は、市域面積の約3％にあたる1,625.2haに指定されて
います。 

■関駅から関口駅にかけて商業地域や近隣商業地域が指定されており、
その周囲に第一種住居地域や第二種住居地域が指定されています。ま
た、幹線道路沿道には準住居地域や近隣商業地域が指定されていま
す。準工業地域は長良川鉄道沿線や市街地西部の広い範囲に指定され
ており、中高層住居専用地域は用途地域外縁部や関IC周辺に指定され
ています。郊外部の用途地域には、低層住居専用地域や工業地域、工
業専用地域が指定され、住宅団地・工業団地を形成しています。 

■風致地区は、安桜山地区、梅龍寺山地区の2地区に指定されています。 
■都市計画道路は30路線が都市計画決定され、令和2年度（2020年度）
時点の整備率は68.8％となっています。中心部の用途地域内に格子状
に計画された路線は概ね整備が完了していますが、市街地を環状に取
り囲む路線や市街地と(国)248号（(都)山田東田原線）を結ぶ路線な
どで、未着手の区間が多くなっています。 

■都市計画公園は43公園が都市計画決定され、平成30年度(2018年度)時
点の整備率は82.2％となっています。街区公園は整備が完了していま
すが、近隣公園、総合公園、運動公園、特殊公園では整備が続いてい
ます。都市公園の住民一人当たりの敷地面積は、基準を満たしている
状況です。 

■汚水処理は、公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水、
コミュニティプラントなどで実施されており、令和元年度（2019年度）
時点の計画処理区人口に対する普及率は99.8％、水洗化率は97.5％と
なっています。 

■南部の長良川、西部の板取川・武儀川、東部の津保川をはじめ、数多
くの河川が流れています。板取川・武儀川・津保川はいずれも南流し
ており、長良川に合流しています。 

公共公益施設等 ■主要な施設は、関地域や市街地中心部に立地しています。また、各地
域に支所や図書館、ふれあいセンター、スポーツ施設、診療所等が立
地しています。 

■小学校は各地域に立地していますが、中学校は板取地域と上之保地域
には立地しておらず、高校、専門学校・大学、特別支援学校は関地域
にのみ立地しています。 

■高齢者用施設は各地域に立地していますが、地域包括支援センターや
病院などは、多くが関地域や武芸川地域に集中しています。 
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項目 現況と動向 

交通 道路 ■広域的な幹線道路としては、東海環状自動車道（(都)東海環状自動車
道）が東西方向に、東海北陸自動車道が本市の中心部を南北方向に通
り、美濃関JCTで接続されています。 

■一般道の幹線道路としては、市街地西部を南北方向に通る(国)156号
（(都)国道156号線）や(国)156号（(都)国道156号線）を起点に美濃
加茂市・多治見市方面へ向かう(国)248号（(都)山田東田原線）、北西
部を南北方向に通る(国)256号、市街地を東西方向に通る(国)418号
（(都)一本木岩下線、(都)国道418号西関バイパス線）があり、主要
地方道や一般県道が市内各地や周辺地域を結ぶように通っています。 

■都市計画道路は、中心部の用途地域に概ね格子状に計画されているほ
か、都市計画決定されていない国県道等と一体になって、市街地を環
状に取り囲むように計画されています。 

■広域的な幹線道路である東海北陸自動車道の交通量が多く、大型車混
入率も約20％と高くなっています。一般道では、(主)岐阜美濃線や
(国)156号（(都)国道156号線）、(主)江南関線（(都)藤谷山王線）、
(国)248号（(都)国道248号線）などの交通量が多くなっています。 

■岐阜市や愛知県へ向かう路線で混雑がみられます。また、混雑度は高
くないものの、市街地中心部には主要渋滞箇所が多くなっています。 

公共交通 ■鉄道は、美濃加茂市と郡上市を結ぶ長良川鉄道が市街地を南北方向に
通っており、関下有知駅、関市役所前駅、関駅、刃物会館前駅、関口
駅、関富岡駅を配置しています。 

■長良川鉄道の乗客数は、長期的には減少傾向にあり、定期的に利用す
る乗客も減少している状況にあります。 

■バスは岐阜バス、関市自主運行バス、関シティバス、関市地域内バス
など複数の路線にて市内を走行しています。 

■鉄道、バス、自家用車の乗継拠点として、また、名古屋市と連絡する
高速バスの中継点として、関駅に関シティターミナルを整備しまし
た。 

■平成27年(2015年)時点のバスの利用者数は、岐阜バスの利用者数が多
くなっています。バス利用者数は、概ね横ばいか減少傾向の路線が多
くなっていますが、関シティバス（定時定路線型）の買い物循環線や
板取地域以外の地域内バスについては、増加傾向にあります。 

■中心部の用途地域内は、概ね公共交通の誘致圏内となっていますが、
西部には公共交通空白地もみられます。また、郊外部は、空白地も多
いものの、中心部にアクセスするバスルートがあります。 

移動手段 ■岐阜市や美濃市をはじめとする市外との主な移動手段として自動車
が７割強を占めています。 

■市内移動における主な移動手段として自動車が７割近くを占めてい
ますが、市外との移動に比べ、二輪車や徒歩の割合が高くなっていま
す。 

■市内での移動が約7割を占めていますが、市外との移動では、岐阜市
が最も多くなっています。 
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法規制 ■農業振興地域、農用地区域は、関地域の用途地域外や各地域の河川沿
いに広く指定されています。 

■板取地域に国有林があります。また、用途地域外の大部分が地域森林
計画対象民有林となっており、保安林に指定されている地域もありま
す。 

■長良川沿いや武芸川地域の北部、洞戸地域、武儀地域に奥長良川県立
自然公園があり、一部は特別地域に指定されています。そのほか、関
地域と武儀地域の境にある白山神社周辺には自然保全地域、関地域の
南部や武芸川地域には鳥獣保護区の指定があります。 

災害 災害履歴 ■明治以降は風水害が多く発生しています。平成以降の大規模な被害と
しては、平成16年(2004年)の台風23号による風水害や平成30年7月豪
雨による水害が発生しています。 

水害 ■長良川や武儀川、津保川など数多くの河川が流れており、これらの河
川が氾濫した場合には、河川沿いの地域が浸水すると予測されていま
す。特に、長良川と武儀川、津保川が合流する関地域の西部では、広
い範囲が浸水すると予測されています。 

地震 ■南海トラフ地震や揖斐川-武儀川（濃尾）断層帯による地震による被
害を受ける可能性が高く、地震動や液状化などによる大きな被害が想
定されています。 

土砂災害 ■丘陵地や山間部が多いため、土砂災害警戒区域・特別警戒区域が市内
各地に指定されており、人口が集積する中心部の用途地域内にも数多
く指定されています。 

防災施設 ■緊急輸送道路が高速道路や国道の多くに指定されており、そのうち、
東海環状自動車道（(都)東海環状自動車道）や(国)156号（(都)国道
156号線）、(国)248号（(都)山田東田原線）などは第1次緊急輸送道路
に指定されています。また、避難場所・避難所は市内各地に設置され
ていますが、一部の避難所は、緊急輸送道路から離れた位置にありま
す。 
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